
大
園
遺
跡
に
お
け
る
古
墳
時
代
集
落
の
変
遷

丹

羽

佑

一

1

は
じ
め

に

H

検
証
視
点
の
抽
出

本
稿
は
、
大
阪
府
高
石
市
の
大
園
遺
跡

で
検
出
さ
れ
た
占
墳
時
代
中
、
後
期
の

集
落
を
と
り
上
げ
、
そ
の
掘
立
柱
建
物
群

の
構
成
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

各
期
の
集
落
の
特
性
、
及
び
古
墳
時
代
に
お
け
る
集
落
の
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る

も
の
で
あ
る
。

私
は
、
先

に
奈
良
大
学
紀
要
10
号

(昭
和
56
年
12
月
)
に

『
大
園
遺
跡
に
お
け

る
古
墳
時
代
中
期
後
半
の
建
物
群
の
構
成

」
を
発
表
し
た
が
、
稿
了
後
に
大
阪
府

(1
)

教
育
委
員
会
か
ら

『
大
園
遺
跡
調
査
概
要
』
の
V
と
W
が
刊
行
さ
れ
、
5
世
紀
後

半
、
6
世
紀
後
半
の
集
落
の
新
資
料
が
報
告
さ
れ
た

の
で
あ

っ
た
。
新
資
料
は

左
記
の
論
文
の
分
析
対
象
と

一
連
の
集
落

群
を
形
成
す
る
掘
立
柱
建
物
群
や
、
半

世
紀
後
の
古
墳
時
代
後
期
後
半
の
掘
立
柱

建
物
群
の
姿
を
伝
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

新
資
料
の
出
現
と
従
来
の
資
料
の
集
積

は
、
先
の
論
考
の
検
証
と
テ
ー
マ
の
発

展
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
本
稿

は
、
必
要
と
期
待
を
も

っ
て
資
料
群
を

分
析
し
た
、
そ
の
結
果
を
報
告
す
る
も
の

で
あ
る
。

先
の
論
考
は
、
昭
和

50
年
10
月
6
日
か
ら
、
51
年
3
月
24
日
に
至
る
都
市
計
画

(2
)

道
路
松
原
～
泉
大
津
線
高
石
綾
園
地
区
の
発
掘
調
査
で
検
出
さ
れ
た
古
墳
時
代
中

期
後
半

(
5
世
紀
後
半
)
の
掘
立
柱
建
物
群
を
分
析
対
象

に
し
て
、
そ
の
建
物
群

が
和
泉
北
部
の
豪
族
の
館

で
あ
る
と
結
論
し
た
。
結
論
は
、
建
物
群
の
構
成
を
諸

側
面
か
ら
分
析
し
て
得
ら
れ
た
諸
特
性
の
集
積
で
あ
り
、
各
側
面
に
は
特
定
の
分

析
方
法
が
必
要
で
あ

っ
た
。
よ

っ
て
、
そ
の
結
論
の
有
効
性
は
、
分
析
方
法
の
有

効
性
に
基
づ
く
と
い
え
る
。
ま
た
、
分
析
方
法
の
有
効
性
は
、
各
期
の
建
物
群
の

特
性
を
抽
出
で
き
る
か
ど
う
か
に
、
す
な
わ
ち
、
そ
れ
に
よ

っ
て
建
物
群
の
変
遷

を
捉
え
得
る
か
否
か
に
か
か

っ
て
い
る
。
以
上
よ
り
、
検
証
の
対
象
、
及
び
そ
の

方
法
は
明
ら
か
と
な

っ
た
が
、
ま
ず
先
の
論
考
の
建
物
群
の
分
析
の
対
象
で
あ
る

諸
側
面
、
対
応
す
る
分
析
方
法
、
結
論
と
し
て
の
特
性
を
要
約
し
、
検
証
対
象
を

明
確

に
す
る
こ
と
に
し
よ
う

(図

一
、
表

一
)
。

ω

対
象
ー
遺
構
群
の
分
布

方
法
-
活
動
諸
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
る
空
間
の
分

割
、
及
び
配
列
よ
り
、
集
落
の
形
態
、
方
向
を
抽
出
。
同

一
活
動
に
よ
る
空
間
の
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分
割
か
ら
住
人
の
構
成
を
抽
出
。
結
論
-
東
か
ら
西

へ
墓
域
、
住
居
域
、
墓
域
、

生
産
域
と
活
動
が
配
列
さ
れ
る
集
落
形
態
。
集
落
は
東
西
方
向
を
と
る
。
東
西
両

墓
域

に
は
土
墳
墓
が
構
築
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
よ
り
住
人
の
間
に
は
同
格
の
二

分
さ
れ
る
集
団
が
存
在
す
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。

均

対
象
ー
掘
立
柱
建
物
の
編
年

方
法
-
切
合
関
係
、
軒
の
出
に
よ
る
重
複

関
係

に
あ
る
建
物
間
の
方
向
差
よ
り
、
構
築
時
期
の
指
標
と
し
て
建
物
の
方
向
を

測
定
す
る
。
建
物
の
方
向
と
建
物
の
分
布

の
相
関
関
係
に
、
建
物
の
方
向
の

一
方

向
連
続
的
変
遷
を
想
定
す
る
。
結
論
ー
中
央
住
居
域
の
建
物
群
に
は
三
度
の
構
築

時
期
が
知
ら
れ
る
が
、
三
期
目
が
北
群
の
み
の
構
成
で
あ
る
の
に
対
し
、

一
、
二

期
は
中
央
、
南
北
両
群
に
よ
る
計
三
群
の
構
成
で
あ
る
。
な
お
、

一
期
目
の
中
央

群
は
竪
穴
住
居

二
基
と
倉

一
棟
か
ら
形
成
さ
れ
て
い
る
。

欄敵蚊駐肺胸渤駆馴

働

対
象
ー
掘
立
柱
建
物
の
分
布

方
法
ー
建
物
群
の
方
向
よ
り
、
配
置
規
制

の
抽
出
、
結
論
-
各
群
を
統

一
す
る
配
置
規
制
の
存
在
、
規
準
線
の
存
在
。
九
号

大
型
住
居
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
前
面
に
中
央
群
、
左
右
に
南
北
群
を
配
す
る

コ

の
字
状
配
置
、
九
号
中
心
と
し
た
倉
の
シ
ン
メ
ト
リ

ッ
ク
な
配
置
よ
り
、
九
号
に

よ
る
倉
群
の
掌
握
。
以
上
、
九
号
の
卓
越
性
、
所
属
す
る
中
央
群
の
他
群

へ
の
優

(3
)

位
性
、

一
方
九
号
が
象
徴
す
る
統

一
性
を
明
ら
か
に
し
た
。

画

対
象
ー
長
方
形
度

方
法
-
各
建
物
の
梁
行
と
桁
行
の
長
さ
の
比
を
長
方

形
度
と
呼
び
、
各
建
物
に
つ
い
て
値
を
と
る
。
建
物
群
と
数
値
の
関
係

に
注
目
す

る
。
結
論
ー
北
群
は

一
よ
り
大

一
・
二
以
下
、
中
央
群
は

一
・
こ
よ
り
大

一
・
四

以
下
、
九
号
は

一
・
六
と
隔
絶
し
た
数
値
を
と
る
。
倉
は

一
以
上

一
・
二
以
下
、

竪
穴
住
居
は

一
で
あ
る
。
上
記
し
た
建
物
配
置
よ
り
、
九
号
の
卓
越
性
、
中
央
群
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の
他
群
に
対
す
る
優
位
性
を
知

っ
た
が
、

こ
れ
を
、
長
方
形
度
の
側
面
か
ら
表
わ

す
と

一
・
二
よ
り
大
の
数
値
が
優
位
性
の
指
標
と
な
る
。

の

対
象
ー
井
戸
の
形
式
と
分
布

方
法
-
井
戸
の
形
式
分
類
と
分
布
よ
り
井

戸
機
能
の
分
化
を
分
析
。
井
戸
の
分
布
と
建
物
群
の
分
布
か
ら
建
物
群
の
構
成
を

分
析

結
論
!
井
戸
は
大
型
で
方
形
、
楕

円
形
プ
ラ
ン
の
も
の
と
、
小
型
で
方
形

プ
ラ
ン
を
と
る
も

の
の
二
形
式
に
分
か
れ
る
が
、
前
者
は
中
央
、
南
北
三
群
に
伴

い
、
後
者
は
3
基
中
央
群
に
伴
う
。
こ
れ
よ
り
、
三
群
は
消
費
の
単
位
で
あ
り
、

群
内
は

一
つ
の
長
方
形
度
に
納
ま
る
か
ら
、
建
物
は
等
し
く
住
居

で
あ
る
と
し
た
。

後
者
に
は
前
者
と
反
対

に
非

日
常
生
活
用
水

の
供
給
を
求
め
、
井
戸
を
媒
介
と
し

大園古填ざ
ノ

〆/
iv区

逸髄大鞠

010020077L一
図2大 園遺跡調査地 区関係 図

(註1文 献 に加筆)

た
祭
杷
を
想
定
し
た
。
そ
の
個
数
を
考
慮
し
、

中
央
、
南
北
三
群
を
形
成
し
た

人

々
は
、
上
位
、
下
位
の
関
係
を
持
ち

つ
つ
、
九
号
棟
の
も
と
に

一
つ
の
祭
杷
集

団
と
し
て
あ

っ
た
こ
と
を
推
定
し
た
。

圃

対
象
-
墓
制

方
法
-
掘
立
柱
建
物
群
の
構
成
と
、墓
形
式
と
墓
域
か
ら
想

定
さ
れ
る
墓
制
間
の
比
較
同
定
作
業

結
論
ー
南
北
二
群
を
形
成
し
た
人
々
の
墓
に

は
東
西
墓
域
の
土
墳
墓
が
、
し
た
が

っ
て
、
残
る
中
央
群
、
就
中
九
号
住
人
の
墓
は

遺
跡
周
辺
の
墓
形
式
中
、
取
石
古
墳
群
か
ら
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
、
分
析
の
対
象
、
方
法
、
結
論
を
要
約
し
た
が
、
次
に
、
新
資
料
、
蓄
積

資
料
の
分
析
を
行
な
う
。
な
お
、
以
下
の
分
析
で
は
、
そ
の
主
要
な
も
の
と
し
て

建
物
の
方
向
、
長
方
形
度
、
先
に
は
付
随
的
対
象
と
し
た
面
積
を
対
象
と
し
て
挙

げ
、
他
の
対
象
、
方
法
は
必
要
に
応
じ
て
と
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

皿

(
4

)

各
地
区
の
掘
立
柱
建
物
群

の
分
析

(
5
)

b

建

物

の
方

向

各

地

区

の
建

物

の
方

向

を
観

察

し

、

建

物

群

の
時

期

区

分

と

各

時

期

の
建

物

群

の
構

成

を

抽

出

す

る

こ

と

に
す

る

。

の

五

世

紀

後

半

建

物

群

の
方

向

(図

一
～
四
、
六
、
表

一
)

(
6
)

(
7
)

D

皿
区

の
建

物

の
方

向

は

、

一
=

五
を

除

い

て
全

て

N
l

十

三
度

ー

E

か
ら

N
ー

三
〇

度

l

W

の

範

囲

に
収

ま

る
。

二

一
五

だ

け

は

N

l
六

〇
度

l

W

の
方

向

を

と

り
、

大

き

く

外

れ

る
。

上

述

の

角
度

域

に
は
散

漫

で
あ

る

が

、

A

～

D

の
四
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箇

所

の
集

中

部

分

が

あ

る

。

A

に

は

二

一
六

、

二

一
七

が
、

B

に
は

二
〇

九

～

二

一

一
、

二

一
八

、

二

二

二

が

、

C

に

は

二

一
二

～

二

一
四

が

、

D

に
は

二

一
九

～

二

一
=

が

属

す

る
。

A

～

D

各

部

に
属

す

る
建

物

群

は
、

各

々

一
時

期

に
構

築

さ

れ

た

建

物

群

で

あ

る

。

以

上

、

二

一
五

の
構

築

時

期

を

加

え

て
、

皿
群

に

は
計

五

期

に
わ
た
る
構
築
時
期
を
想
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
各
期
の
新
旧
関
係
を
み
る
と

二

一
二
と
二
,=

の
切
合
関
係
に
お
い
て
、
一
=

二
が
二

=

よ
り
新
し
い
と
報

告
さ
れ
て
い
る
。
よ

っ
て
、
C
に
属
す
る
建
物

の
構
築
が
B
の
そ
れ
よ
り
も
新
し

い
と
い
え
よ
う
。
又
、
各
部
に
属
す
る
建
物
の
分
布
を
み
る
と
、
A
と
B
、
C
と

群 番号 方 向 長方形度 面'樹 備考 群 番号 ノ∫ 向 長 ノ∫形度 面積 備考

1-A 307 N-74°-W 1.38 15.98 f期 II-C 372 N-11°-E 1.05 1?.95 f倉

310 N-9°-W 1.03 11.90 a倉 373 N-3°-E 1.08 13.31ｺb倉

311 N-6.5°-W 1.43 25.20 a期 374 N-ly°-W 1.03 11.4 a倉

312 N-83°-E 1.29 15.75 11 375 N-1°-W 1.00 1?.?5 b期

313 N-8H.5°-W 1.43 27.72 f期 III-1 217 N-13° 一一E 1.17 1.1? A期

314 N-83.7°-W 1.26 15.40 11 218 N-87。-W 2.06 21.12 B期

B 30K
AT_9。-E 3.05 44.08 11 222 N-6°-F 1.15 1.H II

309 N-10。-E 3.09 57.19 11 2 2()9 N-7° 一一E 1.89 6.1? 11

315 N-16.2°-E 1.24 14.28 II 210 N-一 一1° 一一E 1.00 li.fi4 II

C 301 N-83°-E 1.13 10.85 a倉 211 N-7。 一一E 2.00 7.22 rr

302 N-86.5°-E 1.06 24.48 II 216 N-13°-E 1.07 K.a A期

303 N-57°-E 1.10 4.?S x倉 3 212 N-76。-E ? つ C期

D 304 N-57°-W 1.13 16.34 d倉 213
7

N-7。-W 1.17 15.1? 〃

305 N-9°-W ? つ a期 214 N-7° 一一一W 1.12 1?.92 11

306 N-66°-W 1.03 1?.60 e倉 215 N--60°-W ? つ

316 N-26°-E 1.74 :0.66 e期 4 zly N--30㌧W つ つ D期
317 N-61°-W 1.72 36.34 d期 22(1 N-26。 一一W ? つ 〃

31H N-60°-W 1.50 ?6.46 d期 221 N--69㌧E 1.36 lll.fi4 II

E 319 N-49°-W 1.13 lll.?U c期 N 376 N-4K° 一一F': 1.3U li.lfid期

320 N-56.5°-W II II d倉 37th N--46。 一一E 約2.00 約252 II

321 N-56.3°-W 1.20 lU.8U rr 381 N--42㌧W ? ? ｺr

322 N-59°-W 1.13 11.x? 〃? 382 N--45°-W 1.29 18.62 II

323 N-42°-E .1 14.44 c倉 :;x:i N-43。W 1.36 ?h.a 〃

324 N-42°-E 1.46 14.4H 11 377 N-一 一42。 一一E ? つ c期

325 N-37.5°-E .. Qii.4h d期 379 N-一 一38。E 1.39 8 n

326 N-40.8。-W 1.32 19.UU c期 3H() N-42°1': 1.45 232 II

327 N-59.2°-W 1.5U 19.as d期 V一 北 i Nll.5。W 1.38 ll.li b倉

323 N-33.5°-W 1.10 ?7.5(1 x倉 6 Nu°W 1.09 1?.5?ia倉

329 N-80.5。-W 1.23 11,111 f期 7 N15°f': 1.03 lfi.111E'4

330 N-u.5°-E 1.22 15.xa 11 8 N-14。W 1.16 11.K9 4'
331 N-69°-E II ?4.i7 b倉 9 N19.5。W 1.68 24.32 a期

332 N-45.2°-W 1.88 '33.]K c期 1c) N--49。E ? つ c倉

333 N-44.2°-W 1.5? 9.5U 11 11 At-73。-W 1.53 1i.liHf'期

334 N-16°-W ? つ b期 12 N-21。5。E 1.75 1i.9? II

335 N-52.5°-W つ つ d倉 1;3 N73.5。-W 1.09 11.52 〃

336 N-45.2°-W ? つ c期 14 N-:3H。E 1.33 9.7ア d期

337 N-9.3㌧W 1.14 H.46 a期 15 N--22。E ? つ e期

33x N-43°-W 1.41 21.45 c期 南 1 N-一 一80。-W 1.41 11.Hy f期

339 N-4H.5°-W 1.08 1.04 c倉 2 N-31.5。E 1.25 72{} d期

340 N-44.2°-W 1.05 15.?0 〃 3 N47.5。-W 1.33 2{}28 c期

341 N-19°-W 1.03 9.;30 b期 4 N55。-W 1.00 ll.51id倉

342 N-73.7°-E 1.13 11.5'? 〃 lh N2.5。W 1.17 4.K6 a期

343 N-1.5°-E 1.63 16.64 f期 17 N--79。E 1.13 lll.'?IIb倉

344 N-6U.5°-W ? つ e期 1K N--10。 一一一W 1.52 lfi.illa期

345 N-63°-W 1.13 18.{渡} e倉 19 N-20㌧ 一W 1.00 1L56 L1倉

346 N-64° 一一VV 1.00 lU.?9 〃 20 N-6.5°-N,, 1.25 】62{1 11

347 N-R6°-E 1.65 15.H] a期 zl N-一一19。一一E 1.38 9.;itiE'期

348 N-19° 一一W ? ? b期 ')
N25.5。-E 1.29 11LO8 II

349 N-73°-E ? ? 〃 23 N16.5°-E 1.03 11.'?? "倉

II-A 35U N-67° 一一一W 1.50 lH.? e期 24 N--7°-E 1.06 1?.?4 f期

351 N-22.5°-W 1.10 11.88 b倉 w一 中 6 N?° 一一一W 1.39 111.4'?2期

352 N-48。-W 1.10 15.17 c〃 7 N--2。-E 1.20 14.7{} 1倉

353 N-39.5°-W 3.20 9.18 c期 8 ,ti'1.2°W 1.24 10.44 2期

354 N-44°-E 1.95 7.8 II 9 n 1.60 36.46 II

355 N-7.5°-W 1.20 111.4 a期 1 II 1.13 ll.? 〃倉

356 N-R2.5°-W 2.1 722 f期 11 N-一 一〇.;°VV 1 1?.`?5 II

357 N-40° 一一W 1.30 1〔}.1}8 C期 北 2 N-3.5'W 1.06 1'?.6(13期

358 N…80° 一一W 1.20 ll1.H f期 3a N--10。 一一W 1.13 】6.34 2期

359 N-42° 一一一W
? ? c期 3b.c N--3ρ 一一E 1.03 11,411 1期

360 N-42.5°-W つ つ 1! 4 N-0.2。_W 1.09 5.28 2期

361 N-53.5°-W 1.00 1?.27 d倉 5 N-4.8。VV 1.20 iU.illl3期

362 N-47.5°-E 1.20 1x.35 c期 東 lU N-10.5。-E 1.00 6..,. x期

363 N-52° 一一W 2.25 1?.9G d期 12 N-11°-E ユ.30 1?.UU 1!

364 N-40。_W 1.03 11.40 c倉 V皿一a 2U5 N-37°-E ? つ

B 365 N-79°-W 2.50 43.?6 f期
巳

2U6 N-37.5°-E 1.23 11.10

366 N-75.5°-W 1.9σ ]0.1? 11 2(17 N-3K° 一一E 1.35 9.IU

367 N-79.5°-W ? つ rr 20th N-34.5。-E 1.41 16.3?

c 368 N-14°-W ? 39/'/rb期 b 2()1 N--41。-E つ ? 倉

369 lv./ovV 1.40 12.60 a期 2U2 N-31° 一一E 1.18 13,61)

370 N-16° 一一E 1.70 ?5.i4 f期 203 N-4U° 一一E つ つ 倉

371 N-18。-E 1.04 8.12 17 204 N--36°-E 1.75 7.OO

表1大 園遺跡古墳時代掘立柱建物 一覧表(面 積単位は ㎡であ る)
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D
の
建
物
は
各
々
類
似
の
分
布
を
展
開
し
て
い
る
。
さ
ら
に
A
と
B
の
建
物
は
、

C
、
D
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と

一
群
と
し

て
扱

っ
て
よ
い
程
度

に
近
接
し
て
い
る
。

以
上
を
総
合
す
る
と
、
皿
群
の
構
築
時
期

は
大
き
く
、
A
と
B
、
C
と
D
の
二
時

期
に
分
か
れ
、
前
者
が
先
行
す
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
又
、
建
物
の
方

向
が
次
第

に
西
に
振
れ
て
い
く
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
よ

っ
て
、
A
か
ら
D
へ
の

変
遷
を
想
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
以
上
、

皿
群
建
物
群
の
変
遷
で
重
要
な
点
は
、

前
後
す
る
二
時
期
の
間
で
、
建
物
群
の
構
成
が
大
き
く
変
わ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

a

W
区
に
は
前
記
論
考
の
分
析
対
象
が
存
蕨

翻
似ノ
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は

上
述
し
た
が
、
他
地
区
と
の
比
較
上
問
題

に
な
る
部
分
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ま
ず
建
物
の
方
位
の
分
布
範
囲
が
皿
群

に
比
し
て
非
常
に
狭
い
こ
と
、
さ
ら
に

そ
の
間
に
四
箇
所
の
角
度
集
中
部
分
が
あ

り
、
そ
の
密
集
度
も
非
常
に
高

い
こ
と

が
注
目
さ
れ
る
。
方
位
の
密
集
度
が
高
い
と
い
う
こ
と
は
、
建
物
の
方
向
設
定
の

精
度
が
高
く
、

一
方
で
は
配
置
規
制
が
厳

格
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
す
。
建
物
群
構

築
に
お
け
る
計
画
性
、
技
術
の
高
さ
を
物

語
る
も
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
W
群
の
内

容
は
、
豪
族
の
館
に
相
応
し
い
特
性

で
あ
る
。
皿
群
の
特
性
と
も
関
連
し
て
、
両

者
の
比
較
を
行
な
う
と
、
m
群
A
～
D
は
、
方
位
の
分
布
か
ら
連
続
的
で
あ
り
、

一
方
W
群
は
、
西
に
偏

っ
た
三
集
中
部
分
が
連
続
的
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
応
す
る
。

こ
の
対
応
部
分
の
関
係
を
み
る
と
、
皿
群
が
W
群
を
包
摂
し
た
状
態
に
あ
る
。
皿

群
の
拡
が
り
は
W
群

の
倍
以
上
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
両
区
の
建
物
群
は
共
存
す

る
が
、
皿
区
の
建
物
群
の
構
築
に
あ

っ
て
は
、
建
物
の
方
向
設
定
が
非
常
に
ル
ー

ズ
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
は
両
建

物
群
の
性
格
を
考
え
る
上

で
非
常
に
重

要

な
相

違

点

で
あ

る

。(
9
)

③

皿

区

の
建

物

群

は
、

そ

の
分

布

か

ら
東

西

二
群

に
分

か

れ

る

。

東

の
も

の

を

W

a
群

、

西

の
も

の
を

W
b

群

と

す

る
。

W

a
群

の
建

物

の
方

位

は

N

ー

三
十

四

・
五
度

ー

E

か

ら

N
l

三
十

八
度

ー

E

の
範

囲

に
収

ま

る
。

W
群

に
匹

敵

す

る

集

中

密

度

で
あ

る
。

と

こ
ろ

が

、

W
b

群

の
方

位

分

布

は

、

ほ
ぼ

W

a
群

に
重

な

る

も

の

の
、

そ

の
集

中

密

度

は

低

い
。

以

上

よ

り

皿

a
、

b

群

は

共

存

す

る
が

、

建

物

の
方

位

集

中

密

度

に
差

が

あ

る
と

こ
ろ

よ

り

、

性

格

を

異

に
し

た

建

物

群

の

併

存

が

認

め

ら

れ

る

。

な

お

、

皿
群

と

皿
、

W
群

と

の
関

係

で
あ

る
が

、

方

向

を

全

く

別

に
す

る

と

こ
ろ

か

ら

、

共

存

関
係

は

認

め

ら

れ

な

い
。

W
群

は
、

皿
、

W

群

の
前

、

或

い
は

後

に
編

年

さ

れ

る

が
、

竪

穴

住

居

を

伴

わ

な

い
点

か

ら
、

後

に

(
10
)

位

置

づ

け

る

こ
と

が

で
き

よ

う
。

切

六

世

紀

後

半

の
建

物

群

の
方

向

(
図
二
～
六
、
表

一
)

六

世

紀

後

半

に
属

す

る
建

物

は

、

1

、

H

、

W
、

V

区

で

検
出

さ

れ

て

い
る

。

1

、

H

区

は

隣

接

し

、

検
出

さ

れ

た

建

物

群

は

、

そ

の

構

成

上

一
連

の
も

の
と

考

え

ら

れ

る

の

で
、

ま

と

め

て
検

討

す

る

こ
と

に
す

る

。

(
11
)

D

I
、

H
区

の
建

物

群

の
方

向

-
区

の
建

物

群

の

方

向

を

観

察

す

る
と

、

方

位

図

に
お

け

る
方

位

の
分

布

形

か

ら
明

ら

か

な

様

に
、

建

物

群

の
方

向

は
、

N
ー

四

度

l

W

か
ら

N
ー

九

.
三

度

:

W
、

N

l
十

六

度

ー

W
か

ら

N

t

二
十

一
度

ー

W
、

N
ー

四
十

一
度

ー

W

か

ら

N

l

四
十

九

度

l

W

、

N

I

五
ー。
一
、
・
五
度

l

W

か
ら

N
l

五
十

六

・
五
度

I

W
、

N

I

五

十

九

度

i

W

か

ら

N

六

↓

七
度

i

W
、

N

ー
七

十

四
度

ー

W

か

ら

N
l
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八
十
九
・
五
度
I
W
の
六
つ
の
部
分

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
よ

っ
て
、
1
区
の
建

物
群
の
構
築
が
六
期

に
わ
た

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
方
位
が
最
も
北

に
近
い
時
期
を

a
期
と
し
、
最
も
西
に
近

い
も
の
を
f
期
、
そ
の
間
に
位
置
す
る

各
期
を
北
に
近
い
も
の
か
ら
順
に
b
期
、

c
期

-
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

H
区
の
建
物
で
は
、
方
位

の
分
布
は
ほ
ぼ
1
区
と
同
様

の
展
開
を
み
せ
る
。
注

目
す
べ
き
こ
と
に
は
、
N
l
二
〇
度
ー
W
か
ら
N
ー
四
〇
度
ー
W
の
間
に
建
物
群

の
分
布
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
1
区
も
同
様

で
あ
る
。

(
12
)

②

W
区
の
建
物
群
の
方
向

W
区
の
建
物
群
の
方
向
は
、
1
区
の
c
期
の
角
度
域
に
全
て
収
ま

っ
て
い
る
。

W
区
で
は
c
期

一
時
期

の
建
物
群
構
築
し
か
な
か

っ
た
と
い
え
る
。

(13
)

③

V
区
の
建
物
群
の
方
向

V
区
で
は
、
大
園
古
墳

の
南
か
ら
西
を
巡
る
様
に
建
物
群
が
在
す
る
。
建
物
の

方
向
を
み
る
と
、
方
位
図
に
お
け
る
分
布
形
態
は
、
1
、
H
区
と
大
分
異
な
る
が

基
本
的
に
は
六
区
分
が
み
ら
れ
、
角
度
域

の
数
値
も
ほ
ぼ

一
致
す
る
。
又
、
N
I

二
〇
度
ー
W
か
ら
N
l
四
〇
度
i
W
に
は
ー
、
H
区
と
同
様
に
建
物
群
が
欠
落
し

て
い
る
。

以
上
、
各
区

に
お
け
る
六
世
紀
後
半
の
建
物
群
の
方
向
を
検
討
し
た
が
、
1
、

げ

(14
)

皿
、
V
区

に
六
期
、
W
区
に

一
期
の
建
物

群
の
構
築
時
期
が
抽
出
さ
れ
た
。
し
か

し
、

a
～
f
六
期
の
新
旧
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
各
地
区
各
期
の
建
物
群

の
構
成

は
ど
の
様
な
も
の
で
あ
り
、
又
如
何
に
変

遷
し
た
の
か
。
我
々
は
建
物
群

の
編
年

を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
よ

っ
て
次

に
、
上
記
六
期
の
編
年
を
試
み
る
こ
と

に
す
る
。

な
お
、
該
期
の
建
物
群
が
検
出
さ
れ
た
各
区
の
内
、
1
、
H
区
で
は
全
期
に
わ

た
る
構
築
が
み
ら
れ
、
検
出
さ
れ
た
建
物
数
の
多
さ
と
あ
い
ま

っ
て
、
そ
れ
ら
が

当
地
域
の
中
心
で
あ

っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
又
、
当
地
域
に
は
建
物
群
構
築

に
対
す
る
規
制
の
存
在
も
想
定
さ
れ
る
。
よ

っ
て
、
分
析
は
、
1
、
H
区
を
中
心

に
据
え
、
各
区
を
総
合
し
て
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

均

六
世
紀
後
半
の
建
物
群

の
編
年

(図
三
～
六
)

ま
ず
方
位
図
で
建
物
の
方
向
の
分
布
を
み
る
と
、
上
述
し
た
様
に
N
l
二
〇
度

l
W
か
ら
N
I
四
〇
度
I
W
の
間
は
広
い
空
白
部
に
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
各
区

同
様
の
現
象
で
あ
る
。

一
方
、
こ
の
空
白
部
の
両
側
に
は
b
期
と

c
期
の
建
物
群

が
分
布
し
て
お
り
、
そ
の
分
布
は
、
各
々
の
サ
イ
ド
の
他
期
の
も
の
よ
り
相
対
的

に
密
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
そ
の
空
白
部
は
、
建
物
群
の
分
布
が
漸
移
的
に
希

薄
に
な
り
、
や
が
て
全
く
分
布
が
み
ら
れ
な
く
な

っ
て
し
ま
う

一
方
、
散
漫
な
分

布

の
再
開
、
本
格
的
分
布
が
後
続
す
る
と
い
う
形
成
過
程
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ

た
も
の
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。
ま
さ
に
そ
の
間
は
、
海
峡
が
陸
地
を
断

っ
様
に

或
い
は
陸
地
が
そ
こ
か
ら
始
ま
る
様
に
不
連
続
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

様
な
空
白
部
の
様
相
は
、
そ
の
両
側
に
設
定
さ
れ
た
構
築
時
期
の

一
つ
が
、
全
建

物
群
構
築
の
開
始
期
で
あ
り
、
今

一
つ
が
最
終
期
で
あ

っ
た
こ
と
を
推
定
さ
せ
る

も
の
で
あ
る
。
b
、
c
ど
ち
ら
か
が
開
始
期
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
五
世
紀

後
半
の
建
物
の
方
向
の
変
遷
に
お
い
て
、

一
方
向
に
連
続
的
に
変
化
す
る
こ
と
が

観
察
さ
れ
て
い
る
。
よ

っ
て
、
1
、
H
区
の
構
築
時
期
の
変
遷
は
、
b
↓

a
↓
f
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↓

e
↓

d

↓

c
か

、

或

い

は

c
↓
d

↓

e
↓
f

↓

a
↓

b

と

な

る

。

し
か
し
、
1
、

H
区

で
は

そ

れ

を

決

定

す

る
資

料

を

欠

く

。

こ

の
状

況

に
対

し
、

V

区

の
建

物

群

の
編

年

に
お

い

て
、

小

笠

原

好

彦

氏

が

間

接

的

性

格

を

も

つ
も

の

の

、

若

干

の
資

(
15
)

料

を

報

告

し

て

い

る
。

S

B
二

、

四

の
柱

穴

か

ら

六

世

紀

末

の
須

恵

器

が

、

S

B

九

か

ら
六

世

紀

中

頃

の
須

恵

器

が
出

土

し

、
S
B
十
三
は

六

世

紀

末

に
掘

削

さ

れ

た

溝

に
先

行

す

る

、

と

い
う

こ

と

で
あ

る

。

こ

の
資

料

を

V

区

の

建

物

の
方

位

図

に

対

照

さ

せ

る

と

、

d

期

が

e
期

に
後

続

す

る

こ
と

に
な

り
、

又
b

期

が

六

世

紀

中

頃

に
位

置

す

る

。

以
上

よ

り

、

1

・
H
区

a
～
f

六

期

は

、

次

の
様

な

新

旧

関
係

を

持

つ
こ
と

に

な

る
。

b

↓

a
↓
f

↓

e
↓

d

↓

c
で

あ

る

。

こ
れ

は

又

、

地

域

の

建
物

群

構
築

の
編

年

で
も

あ

る

。

そ

れ

で

は
次

に
、

こ

の

編

年

を

基

に
し

て
、

各

区

各

期

の
建

物

群

の
構

成

を

分

析

す

る

こ
と

に
し

よ

う

。

⑳

六

世

紀

後

半

の
建

物

群

の
構

成

(
図

二
～
六
)

ω

建

物

の
空

間

分

布

よ

り
、

1

区

で
I

A

～

I

E

の

五
群

、

皿

区

で
H

A

～

H
C
の
3
群

の
ま
と
ま
り
が

観

察

さ
れ
る
。
各

群

を

編

年

す
る
と

図

三

の
切

が

得

ら
れ

る
。

こ

の

図

と
各

期

の
建

物

群

の
空

間

分

布

を

照

合

す

る
と

、

e
期

を

境

に
し

て

建

物

群

の
構

築

が

大

き

く

変

化

し

た

こ
と

が

分

か

る

。

す
な

わ

ち

、

b

～
f

各

期

の
建

物

群

の
構

築

は

、

ほ
ぼ

ー

・
皿
区

全

域

を

覆

う

の

に
、

e
期

の
範

囲

縮

小

を

経

て
、

d

期

に

至

る

と

様

相

は

一
変

す

る
。

そ

の
分

布

範

囲

は

ー

・
H
区

の
中

央

部

に
限

定

さ

れ

、

I

E

群

、

皿

A

群

に
建

物

の
構

築

を

み

る

だ

け

に
な

っ
て

し
ま

う

の

で
あ

る
。

も

っ
と

も

逆

の
見

方

を

す

る
と

、

構

築

空

間

が

限

定

さ

れ

る

こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
小
規
模
な
建
物
群
の
構
築
し
か
み
ら
れ
な
か

っ
た
I
E
群

と
H
A
群
に
、
建
物
群
構
築
の
増
大
が
観
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
よ
り
、
1

・
1
区
の
建
物
群
の
形
成
は
、
b

・
a

・
f
期
と
e
・
d

・
c
期
の
前
後
す
る
二

時
期
に
大
き
く
分
か
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
a
～
f

の
六
構
築
時
期
は
、

こ
の
二
大
時
期
区
分
に
お
け
る
小
区
分
を
意
味
し
、
建
物
構
築
の
六
小
期
と
い
う

位
置
づ
け
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
小
期
と
大
区
分
の
関
係
に
言
及
す
る
と
、
建
物
群
の
建
設
に
基
本

構
想
が
あ
り
、
そ
れ
が
数
次
に
わ
た
る
建
物
の
構
築
に
よ

っ
て
完
成
す
る
と
い
う

過
程
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
半
期
の
極
め
て
強
い
傾
向
で
あ
る
が

そ
の
根
拠

の

一
つ
と
し
て
、
構
築
の
経
緯
と
分
布
空
間
に

一
定
の
関
係
が
認
め
ら

(
16
)

れ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
I
E
群
の
後
半
期
の
建
物
で
は
、
倉

群
の
位
置
が
定
め
ら
れ
て
い
る
様
で
あ
り
、
そ
こ
に
計
画
性
も
想
定
さ
れ
る
が
、

そ
れ
は
む
し
ろ
建
物
群
の
形
態
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
倉
か
ら

一
般
建
物

へ
の
建
直

し
、
又
そ
の
逆

(
三
三
八
-
三
四
〇
)
、
小
型
建
物
と
大
型
建
物
の
切
合
関
係

(三

二
五
-
三
二
六
)
が
示
す
と
こ
ろ
は
、
後
半
期
の
建
設

に
お
け
る
将
来
的
構
想
の

(17
)

欠
除
で
あ
る
。

こ
の
様
に
建
物
群
の
建
設

に
お
け
る
小
期
と
大
区
分
の
関
係
を
検
討
す
る
と
、

1

.
H
区
の
建
物
群
の
構
築
は
、

こ
こ
で
も
前
半
期
と
後
半
期
と
で
大
き
く
異
な

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
よ

っ
て
、
建
物
群
の
構
成
を
分
析
す
る
時
、
前
半
期

と
後
半
期
の
二
時
期
に
ま
ず
区
分
す
る
必
要
が
あ
り
、
前
半
期
に
お
い
て
は
、
各

小
期
毎

に
建
物
群

の
構
成
を
検
討
す
る
の
で
は
な
く
、
前
半
期
と
し
て

一
括
し
た

一72一
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建
物
群
を
分
析
対
象
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
方
後
半
期
は
、
小
期
毎

に
そ

(
18
)

の
構
成
を
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。

以
上

の
分
析
か
ら
建
物
群
の
構
成
を
検
討
す
る
と
、
前
半
期
は
、
I
D
群
を
除

く
I
A
～
H
C
計
七
群
が
、
南
北
に
連
な

つ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
I
A
～
I
C

群
と
I
E
群
の
間
に
広
大
な
空
白
部

(直
線
距
離

に
し
て
六
〇

m
、
ほ
ぼ
I
E
群

の
存
在
す
る
空
間
に
あ
た
る
)
が
存
在
し

て
い
る
。
各
群
間
の
間
隔
を
考
慮
す
る

と
、
こ
の
空
白
部
は
I
A
～
I
C
群
を
他
群
か
ら
分
離
す
る
に
十
分
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
建
物
群
は
I
A
～
I
C
群
と
、

I
E
～
H
C
群
の
南
北
二
群

に
大
き
く

分
か
れ
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
各
群

の
構
築
時
期
に
み
る
群
形
成
の
経
緯
を

跡
る
と
、
I
A
群
と
H
C
群
、
I
B
群
と

H
B
群
が
南
北
に
対
関
係
を
持

つ
。
以

上
よ
り
、
前
半
期
の
建
物
群
は
大
き
く
南
北

に
二
分
さ
れ
る
が
、

一
つ
の
ま
と
ま

り
あ
る
群
で
あ

っ
た
と
い
え
る
の
で
転
飽

又
、
各
群
の
内
部
に
目
を
移
す
と
、
I
A
群
は
群
形
成
の
経
緯
よ
り
、
倉
を
持

つ
中
央
群
と
持
た
な
い
周
辺
群
の
二
群
構

成
で
あ
る
。
I
B
群
は
長
大
な
建
物
二

棟
と
倉

一
棟
よ
り
な
り
、-
そ
れ
を
細
分
す
る
根
拠
は
、
今
見
当
ら
な
い
。
I
E
群

は
、
倉
を
含
む
三
～
五
棟
の
小
さ
な
群
が
四

つ
あ
り
、
H
A
群

で
は
類
似
の
群
が

一
つ
あ
る
。
H
B
群
は
、
大
き
な
建
物
と
小
さ
な
建
物
の
組
み
合
わ
せ
が
、
中
央

を
南
北

に
走
る
溝
の
東
に
形
成
さ
れ
て
い
る
点
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
今

一
つ
の

組
み
合
わ
せ
が
、
溝
の
西
に
想
定
さ
れ
る
。
H
C
群
は
、
群
形
成
の
経
緯
よ
り
大

き
い
建
物
と
小
さ
い
建
物
と
倉

一
～
二
棟

の
ま
と
ま
り
が
二
組
み
ら
れ
る
。

一
方

が
他
方
を
囲
む
様
に
し
て
在
る
。
以
上
、

い
わ
は
群
内
の
群

に
つ
い
て
検
討
し
た

が
、
抽
出
し
た
群
を
小
群
と
す
る
と
、
I
A
～
∬
C
各
群
は
中
群
、
I
A
～
I
C

群
、
I
E
～
皿
C
群
各
々
の
ま
と
ま
り
は
大
群
と
な
る
。
1

・
∬
区
総
体
の
ま
と

ま
り
は
五
世
紀
後
半
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
規
模
に
お
い
て
四

つ
程
の
集
落
を
合

併
し
た
も
の
に
あ
た
る
。

さ
て
、
e
期
に
入
る
と
、
上
述
し
た
大
空
白
部
に
I
D
群
が
構
築
さ
れ
、
以
降

の
変
化

の
前
哨
と
な
る
。
I
E
群
で
も
建
物
の
構
築
は
見
ら
れ
る
が
、
こ
ち
ら
は
前

代
の
あ
り
方
を
踏
襲
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
様
な
状
況
は
、
e
期
を
過
渡
期
と
呼
ぶ

に
相
応
し
い
も
の
で
あ
る
。

後
半
期

の
d

期
に
な
る
と
、
I
D
～
H
A
群
に
建
物
群
の
構
築
が
み
ら
れ
る
。

I
E
群

で
は
前
半
期
の
あ
り
方
は

一
掃
さ
れ
、
倉
群
の
分
離
、
大
型
建
物
と
小
型

建
物
の
組
み
合
わ
せ
が
み
ら
れ
る
。
H
A
群
は
前
半
期
の
あ
り
方
を
踏
襲
す
る
。

最
終
末
C
期
に
至
る
と
、
I
E
群
と
H
A
群
に
し
か
建
物
の
構
築
は
み
ら
れ
な

く
な
る
。
e
期
以
降
の
旧
態
変
貌
が
、
さ
ら
に
進
み
、
前
半
期
の
も
の
だ
け
で
な

く
、
後
半
期
初
頭
の
も
の
ま
で
も
壊
し
て
、
新
た
な
建
物
の
構
築
が
行
な
わ
れ
た

(三
二
五

三
二
六
を
指
す
)
。
結
果
出
現
し
た
建
物
群
は
、
以
前
と
全
く
異
な

っ
た
形
を
と
る
。
矩
形
に
建
物
群
が
配
置
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
建
物
群
の

耐
用
年
数
を
配
慮
す
る
と
、
こ
の
期
に
至

っ
て
、
前
半
期
の
殆
ん
ど
の
建
物
が
廃

絶
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
建
物
群
の
編
年
か
ら
抽
出
さ
れ
た
、

1

・
H
区
建
物
群

の

一
大
変
化
は
、
こ
の
期
に
至

っ
て
俄
か
に
そ
の
姿
を
明
確
に

し
た
と
い
え
る
。
そ
の
変
化
の
内
容
は
、
前
半
期
建
物
群
構
成
の
崩
壊
、
I
D
群

の
形
成
、
I
E
群

の
変
遷
、
H
A
群
の
保
守
性
、
こ
れ
ら
の
諸
現
象
の
有
機
的
連
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関

の
中

に
見

い
出

す

こ
と

が

で

き

よ

う

。

2

W
区

で
は

、

d

l

c
期

に
建

物

の
構

築

が

み

ら

れ

る

。

d

期

の
建

物

群

は

1

区

I

A
群

に
近

似

す

る

。

c
期

の
構

築

で

は
、

こ
の

配

置

は

崩

壊

し

(
切

合

、

軒

の
出

に

よ

る
重

複

関

係

)

、

三

棟

の
直

線

的

配

置

が

み

ら

れ

る
。

以
上

W
区

の

建

物

群

の
構

築

を

み

た

が

、

重

要

な

点

は
d

期

に
出

現

す

る

と

い

う
点

で

あ

る
。

1

・
H
区

の
変

革

時

期

に
対

応

す

る

の

で
あ

る

。

③

V

区

で
は

、

1
区

と

同

様

に
b

期

の
建

物

群

の
構

築

が

認

め

ら

れ

る

。
各

期

の
分

布

の
特

徴

か

ら

、

構

築

時

期

は
b

l

a
期

、

f

-

e
期
、

d

i

c
期

の
三

期

に
分

け

ら

れ

る

。

早

い
方

か

ら

一
～

三

期

と

す

る
と

、

一
期

で
は

建

物

は

南

北

に
列

を

な

す

が

、

よ
く

み

る

と
、

二

～

三

棟

の
小

群

が
、

南

北
方

向

に
千

鳥

足

状

に
点

在

し

て

い

る

の
が

分

か

る
。

よ

っ
て
南

北

方

向

の
列

が

東

西

に
並

列

す

る

こ

/

劉加に

レ//
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y
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図5V区 建物群 の分布(註4分 献

と
に
な
る
。
西
列
の
小
群
は
南
北
二
群
あ
る
が
、
明
ら
か
な
と
こ
ろ
で
は
倉
よ
り

な
る
(五
、
六
)。
こ
れ
を
a
類
と
す
る
。

一方
東
列
の
小
群
も
又
南
北
二
群
あ
り
、

こ
ち
ら
は

一
棟
の
倉
と

一
～
二
棟
の
建
物
か
ら
な
る
。
こ
れ
を
b
類
と
す
る
。
す

な
わ
ち
、
群
の
構
成

に
み
る
差
異
は
、
分
布
空
間
の
差
異
に
対
応
す
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
重
要
な
点
は
、

一
期
の
建
物
は
、
以
降
の
構
築
と
の
関
連
を
考
慮
す
る
と

a
、
b
二
類
よ
り
な
る
南
北
二
つ
の
ま
と
ま
り
が
対
峙
す
る
形
態
に
な
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

二
期
に
入
る
と
、
建
物
群
の
構
築
は
、

一
期
の
東
側

に
移
る
が
、

一
期
よ
り
明

確

に
南
北
二
群
対
峙
の
形
を
と
る
。
も

っ
と
も
、

一
期
の
南
北
二
群
は
、
南
北
同

一
の
列
上
に
位
置
す
る
が
、
二
期

の
二
群
は
、
東
西
方
向
の
関
係
も
も

つ
。
こ
れ

は
各
々
の
群
が
、

一
期
の
群
を
基
礎
に
し
て
、
そ
の
東
側
に
又
方
向
を
振
れ
さ
せ

て
構
築
し
た
必
然
的
結
果
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
南
北
各
群
の
建
物
の
配
置
を
み

る
と
、
南
群
で
は
南
北
方
向
に
列
を
な
し
て
並
び
、
北
群
で
は
コ
の
字
状
に
巡
る
。

一
期
の
同
型
の
群
の
南
北
対
峙
と
比
較
し
て
、
大
き
な
差
異
が
観
察
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

三
期
に
至
る
と
、
二
期
の
北
群
の
周
辺
と
、
南
群
の
北

に
連
続
す
る
様

に
構
築

さ
れ
る
。
こ
の
三
期
と
二
期
の
建
物
の
位
置
関
係
は
、

一
期
と
二
期
の
そ
れ
と
異

な

っ
て
、
前
代
の
建
物
群
を
補
充
す
る
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
建
物

の
存
続
年
数
か
ら
想
定
さ
れ
る
共
存
関
係
を
考
慮
す
る
と
、
二
、
三
期
の
建
物
群

(20
)

は
、
共
存
し
た
可
能
性
が
大
な
の
で
あ
る
。

以
上
、
六
世
紀
後
半
の
建
物
群
の
構
成
を
分
析
し
、
そ
の
変
遷
を
跡
づ
け
た
。
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し
か
し
、
そ
の
変
遷
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
現
段
階
で
は
不
明
で
あ
る
。
そ
れ

を
明
ら
か
に
す
る
為

に
は
、
各
期
の
建
物
群
の
特
性
を
分
析
し
、
そ
の
変
遷
を
追

求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
よ

っ
て
次

に
、
建
物

の
面
積
、
長
方
形
度
を
特
性
の

尺
度
と
し
て
、
建
物
群
の
特
性
を
分
析
ず
る
こ
と
に
し
よ
う
。

助

五
世
紀
後
半

の
建
物
群
の
特
性

(
図
三
、
表
二
)
。

五
世
紀
後
半
の
建
物
群
の
長
方
形
度
分

布
を
調
べ
る
と
、
一
以
上

一
・
二
以
下
、

7

鰺 菰 畷16＼

譲 誰OX3171DS

諜鱒む

 

口

一
・
二
よ
り
大

一
・
四
以
下
、

一
・
四
よ
り
大
の
三
区
分
が
み
ら
れ
る
。
大
き
い

方
か
ら
順
に
イ
、

ロ
、

ハ
と
す
る
。
又
、
建
物
の
面
積
分
布
を
調
べ
る
と
、

一
〇

㎡
以
下
、

一
〇
㎡
よ
り
大
十
四
㎡
以
下
、
十
四
㎡
よ
り
大
二
〇
㎡
以
下
、
二
〇
㎡

よ
り
大
の
四
区
分
が
み
ら
れ
る
。
後
述
す
る
六
世
紀
後
半
で
は
、
二
〇
㎡
よ
り
大

の
範
囲
が
充
実
し
、二
〇
㎡
よ
り
大
二
八
㎡
以
下
、
二
八
㎡
よ
り
大
四
〇
㎡
以
下
、

四
〇
㎡
よ
り
大
の
三
区
分
が
さ
ら
に
追
加
さ
れ
る
。
両
世
紀
の
建
物
群
特
性
の
比

趣

舗画
>C

溝206

◇ 一一

禽!オ

 

区

b

202

醸
岨

」
-

⑳

ー

O

L
【

図61、 皿区建物群の分布(註1文 献 に加筆)
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較

上

、

共

通

し

た

面

積

区

分

を

用

い
、

各

区

分

に
統

一
し

た

名

称

を

与

え

る
。

す

な

わ

ち

、

小

さ

い
方

か

ら

小

極

、

小

下

、

小

上

、

中

下

、

中

上

、

大
と

す

る
。

各

地

区

毎

に
建

物

の
長

方

形

度

と

面

積

の
構

成

、

及

び

倉

の
有

無

を

検

討

す

る

と
、

表

二

が

で
き

あ

が

る
。

各

群

の
長

方

形

度

と

面
積

の
「
関
係

」
に
注

目

す

る
と
、
例

え
ば

長
方

形

度
イ

の
建

物

は

、

W
区

W

b

群

、

皿
区

皿

2

群

で
は

面

積

が

小

極

と

な

り

、

皿

区

皿
1

群

、

W
区

中

央

群

で
は

中

下

、

中

上

と

な

る

。

す

な

わ

ち

、

「
関

係

」

は

群

に
よ

っ
て

は

異

な

り

、

又

同

じ

に

な

る

。

こ

の

こ
と

は

、

群

が

そ

の

「
関

係

」

を

左

右

す
る

の

で
あ

り

(
群

に

よ

っ
て

異

な

る

側

面

)

、

さ

ら

に

そ

の

「
関

係

」

は

、

群

の
特

性

(
性

格

)

と

結

び

つ
き

を

持

つ
こ
と

(
群

は

本

来

個

で
あ

る

が

、

群

に

よ

っ
て

は
同

じ

「
関

係

」

を

持

つ
)

を

示

し

て

い
る

。

し

た

が

っ
て
、

建

物

と

長

方

形

度

の

関

係

は

、

型

式

と

し

て
捉

え

ら

れ

、

そ

れ

は

群

の
特

性

を

示

す

も

の
と

い

え
る

の

で

あ

る

。

よ

っ
て
、

こ

こ

に

五
世

紀

後

半

各

群

の
長

方

形

度

と
面

積

間

の

「
関

係

」

を

抽

出

す

る

と

、

W

a
型

、

W
b

型

、

皿

1

型

、

W
中

央

型

、

W

北

型

が

得

ら

れ

る
。

(
21
)

又
、

集

落

に

つ
い

て

み

る

と

、

皿

区

は

皿
1

型

+
W
b

型

、

W
区

は

W
中

央

型

+

W
北

型

と
表

わ

す

こ
と

が

で
き

る

(
表
二
)
。

次

に
、

六

世

紀

後

半

に

つ
い

て
も

同

様

の
方

法

で

そ

の
特

性

を

分

析

す

る

こ
と

に

し

よ

う

。

　

む

v

六

世

紀

後

半

の
建

物

群

の
特

性

(
図
三
、
表
二
)

六

世

紀

後

半

建

物

の
長

方

形

度

分

布

を

検

討

す

る

と
、

一
以

上

一

・
二

以
下

、

一
.
二
よ
り
大

一
・
五
以
下
、

一
・
五
よ
り
大

一
・
八
以
下
、

一
・
八
よ
り
大
二

以
下
、
二
よ
り
大
二

・
五
以
下
、
三
以
上
の
六
区
分
が
知
ら
れ
る
。
五
世
紀
後
半

と
比
較
す
る
と
、

一
以
上

一
・
二
以
下
に
く
る
も
の
は
倉
以
外
殆
ん
ど
な
く
な
り

五
世
紀
後
半
で

一
・
二
よ
り
大

一
・
四
以
下
の
区
分
が
、

一
・
二
よ
り
大

一
・
五

以
下
と
拡
が
り
、

一
・
四
よ
り
大
と

一
括
さ
れ
て
い
た
区
分
の
始
ま
り
が
、

一
・

五
と
大
き
く
な
り
、
分
布

の
増
加
と
共
に
、
さ
ら
に
四
区
分
さ
れ
る
に
至
る
。
新

た
に
設
定
さ
れ
た
四
区
分

に
、
大
き
い
方
か
ら
イ
ー
～
イ
4
の
名
称
を

つ
け
る
。

一
方
面
積
は
上
述
し
た
通
り
で
あ
る
。

五
世
紀
後
半
と
六
世
紀
後
半
の
建
物
を
単
純
に
比
較
す
る
と
、
総
じ
て
長
方
形

(22
)

度
が
伸
び
、
面
積
も
拡
下
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

次

に
、
各
建
物
群
の
長
方
形
度
と
面
積
の
関
係
を
検
討
す
る
と
、
表
二
が
で
き

あ
が
る
。
型
式
は
比
較
上
、
五
世
記
後
半
の
建
物
群
の
観
察
に
よ
っ
て
抽
出
さ
れ

た
も
の
を
使
用
し
た
。
型
式
の
認
定
上
生
じ
た
変
形
の
部
分
、
度
合
は
、
五
世
紀

後
半
か
ら
六
世
紀
後
半

へ
の
変
遷
を
知
る
上
で
重
要
な
項
目
で
あ
る
。

以
上
の
分
析
結
果
か
ら
、
次
に
本
稿
の
結
論
と
し
て
、
五
世
紀
後
半
か
ら
六
世

紀
後
半

へ
の
、
又
六
世
紀
後
半
に
お
け
る
建
物
群
、
集
落
の
変
遷
を
、
六
世
紀
後

半
建
物
群
の
特
性
か
ら
跡
づ
け
る
こ
と
に
し
よ
う
。

W

お
わ
り
に
1
建
物
群
特
性

の
変
遷

各
建
物
群
の
特
性
型
式
を
挙
げ
、
そ
の
変
遷
を
追
う
こ
と
に
し
よ
う
。
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時 期 群 桟lj式 長 ノ」形度 面棚 ×分 倉 備考 所属建物

5世 紀後半 VDa VQ。酒lj 口 ・卜卜・!卜下 ・・卜極 無 2(15-一?UH

VHb VIIk>+;u
イ ・j・ 極 有 204.倉201.203

!＼ 小 ド 2(>2

II[1 ml生 り
イ #,ド 有 A-B期 、m区 型村 はm1型 と孤b型 の合 成で ある。218.倉217
ノ 、 小 極 222

[1[ VIIf)桟 り イ ・1・ 極 有 A-B期209.211.倉210.216

VI

#,央

VI中 央型 イ ll1ヒ 有 VI区 型 村はVI中 央型 とVI北 型 の合 成で あ る。9.倉1.7.11

口 小 ド この まと ま りか 独 蹉 した もの は 、i.の 変 形で ㎎a'型 とす る。6.8

VI北 Vl北 型 ノ＼ 1卜 ・・トド・・卜極 無 2.3a--3c'.4.5

r;世 紀後 半

前 半 期

b-af・

IA 冊a桟lj
口 中 ド ・小 ヒ 有 3.1.1.312.倉310

口 中 ド ・ 小f' 無 307,313,314

IH IB堵ll イ4 大 ・ 大 有 VI群9号 棟 に類似 。1C群(倉 群)が 伴 う。308.309.倉315

IE VI『 型 口 ・j・L 有 Vl区 型村 よ り334.337(イ ー中一L)の 建 物 を除 いた 型式 をVr型 とす る。

イ1 ・j・ ヒ (330.倉329.331)小 群(347.倉346ア4・ 群(341～344.倉345)小 群 、e期 構 築

ノ、 小 極 分を含む

IIへ vnb型 イ3 ・j・ 極 有 後半期に は、 イ4-・1・極 とロー・j・極の 組合せ一(353.357倉352)・1・ 群 、 イ3一 小下 とパー小

ノ 、 小 ド Lの 組合せ 一(362363倉361)小 群か ある。(355356.358倉351)小 群

III3 IIB桟 り イ3 大 抽E.つ [II1玩lj`こ 癸頁{1ス、,365367

イ2 小 極 366?

IIC VI中 央 桟lj つ 大 有 IIC群 は 、VI中 央 型小群 とIIII型 小群の 合成 で ある。(368.369.倉373.374

口 小 ド 小群

m1桟 リ イ1 中 ド 有 (370.371.倉372)・1・ 群

ノ、 ・j・ 極

V北 イ1 中 ド 有 b-a期v南 群 と共 にVI中 央 型 とな る。(9.倉8)倉 群(5.6)

V南 vna州 口 小 ヒ 有 b-a期(18.20.倉19)倉 群17

V北 辺中央型 イ1 中 ド 有 f-e期V南 群 と共 にIV区 型 村 とな る。12.倉7

口 中 卜 11.13?,15?

V南 VI「 死lj 口 小 ド ・小 極 有 f-e期 。後 半期(d-c期)に は主 として南群 に 皿a型 変 形群 が付加 さ

ノ ＼ 小 ド れ る(ロ ー 中 ド、ロー 小極 に倉 か付 属2～4)・1.21～24.倉23

6世 紀後 半

後 半 期

rdlI

II) VI中 央 型 イ1 中 ヒ 有 317と318の 建 直 し関係 に よっ て イ1一 中上 、2棟 の組 合せ も想定 され る。

口 中 ド
口

(316317.倉304.306)。316.318.倉304.306

IE Vl中 央ltU イ2 中 ヒ 有 こ れ はC期 の 構 成 で あ る(324.326.332.333.338.倉323・339.340.倉 群319

口 中}・ ・卜L司 ・極
～322) 。d期 は イ2一 大 、 ロー小 上の 組合せ であ る。

VI vna畢1り 口 中 ド ・小 極 無? これはC期 の構成て ある(377.379380)。d期 にはVII中 央型か存在 した(376.378.381.383)。

表2各 区建物群の型式

D

型
式
の
変
遷

(23
)

の

W
a
型

(前
半
期
I
A
群
、
後
半
期
W
、
V
南
群
)

(
24
)

I
A
群
を
み
る
と
、
面
積
が
拡
大
さ
れ
て
い
る
が
、
建
物
間
の
面
積
比
は
五
世

紀
後
半
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
群
形
成
の
経
緯
か
ら
み
て
、
こ
の
型
式
を
と

る
群
は
二
組
あ
り
、
内

一
組
は
倉

一
棟
を
持

つ
。
こ
の
型
式
は
本
来
倉
を
持
た
な

い
と
こ
ろ
よ
り
、

こ
の
群
間

(
二
小
群
間
)
に
格
差
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

(25
)

る
。
後
半
期

に
至
る
と
、
1

・
H
区
で
は
こ
の
型
式
が
み
ら
れ
な
く
な
る
が
、
W

区
C
期
に
出
現
す
る
。
こ
の
群
で
は
面
積
比
が
中
下
ー
小
極
と
変
化
し
て
お
り
、

建
物
間
の
格
差
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
倉
の
有
無
は
調
査
区
域
の
関
係

上
不
明
で
あ
る
。
同
様

の
現
象
が
V
区
の
最
終
末
に
出
現
す
る
群
に
も
み
ら
れ
る
。

こ
の
群
は
倉
を
持

つ
。
以
上
W
a
型
の
変
遷
を
み
た
が
、
建
物
間
の
格
差
が
拡
大

さ
れ
る
様
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
も
六
世
紀
末
の
現
象
で
あ
り
本
型
式
が
他
型

式
に
比
し
て
保
守
的
で
あ

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

切

W
b
型

(前
半
期
、
後
半
期
H
A
群
)

本
型
式
を
と
る
の
は
H
A
群
だ
け
で
あ
る
。
前
半
期
で
は
、
長
方
形
度
イ
の
建

物
の
長
方
形
度
が
伸
張
さ
れ
る
が
、
面
積
比
は
五
世
紀
後
半
と
同
じ
で
あ
り
、
構

成
上
殆
ん
ど
変
化
が
な
か

っ
た
と
い
え
る
。
後
半
期
も
、
長
方
形
度
、
面
積
の
拡

大
、
伸
張
は
み
ら
れ
る
が
、
構
成
上
大
き
な
変
化
は
な
い
。
本
型
式
は
、
W
a
型

式
と
共
に
、
非
常
に
保
守
的
で
あ
る
。

c

W
型

(前
半
期
I
E
群
、
V
南
群
)

本
型
式
は
、
W
型
か
ら
中
心
建
物

(
W
群
九
号
棟
)
を
除
い
た
型
式
で
あ
る
。
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す
な
わ
ち
、
倉
と
W
部
型
と
W
北
型
の
混
合
形
式
で
あ
る
。
W
3
型
は

ロ
ー
小
下

×
2
、
W
北
型
は

バ
ー
小
上
、
小
下
、
小
極
で
あ
る
。
I
E
群
は
、

ロ
i
小
上
の

一
小
群
、
イ
ー
t
小
上
、
バ
ー
小
下
と
小
下

・
小
極
の
二
小
群
か
ら
形
成
さ
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
長
方
形
度
イ
、

ロ
、

ハ
が
存
在
す
る
こ
と
、
同
様
の
面
積
構
成

を
展
開
す
る
こ
と
、
こ
の
条
件
に
で
き
る
だ
け
か
な
う
も
の
を
検
討
し
た
結
果
、

I
E
群
に
W
型
式
を
同
定
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
I
E
群
の
W
型
と
五
世
紀

後
半
の
そ
れ
と
の
間
に
は
大
き
な
変
異
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
変
異
を
検
討
す
る

と
、

ロ
ー
小
下
が
イ
ー
i
小
上
に
、

一
方

バ
ー
小
上
、
小
下
、
小
極
が
バ
ー
小
下
、

小
極
と
変
化
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
ら
の
変
化
を
総
合
す
る
と
、
六
世
紀
後

半
、
前
半
期
の
建
物
群
は
、
五
世
紀
後
半

の
長
方
形
度

ロ
の
建
物
皿
♂
型
と

ハ
の

建
物
W
北
型
の
格
差
が
拡
大
さ
れ
た
形
態
を
も
つ
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

V
区
で
は

f
l

e
期
、
す
な
わ
ち
若
干
遅
れ
て
南
群

に
み
ら
れ
る
が
、
長
方
形
度

ロ
の
建
物

(
W
ざ
型
)
で
面
積
の
構
成
が
変
化
し
て
い
る
。
小
下
と
小
極

に
分
解
す
る
の
で

あ
る
。
本
型
式
は
、
前
二
者
に
比
し
て
非

常
に
変
化
が
激
し
い
の
で
あ
る
。

の

W
中
央
型

(前
半
期
V
群
、
後
半
期
I
D
、
I
E
、
W
、
V
北
群
)

本
型
式
は
、
W
区
九
号
棟
と
W
♂
型
と
倉
の
混
合
形
式
で
あ
る
。
W
ざ
型
は
ロ

ー
小
下
×
2
、
九
号
棟
は
イ
ー
1
中
上
で
あ
る
。

前
半
期
b
l

a
期
V
群
は
、
北
群
と
南
群
に
分
か
れ
る
が
、
北
群
に
九
号
棟
類

(26
)

似
建
物
と
倉
、
南
群

に
W
ざ
型
建
物
と
倉
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。
北
群
の
建
物
伽

は
イ
ー
ー
中
下
で
、
W
区
九
号
棟
よ
り

一
ラ
ン
ク
小
さ
い
。

一
方
南
群
は
ロ
ー
小

上

×
2
で
、
面
積
が

一
ラ
ン
ク
上
が

っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
五
世
紀
後
半

に
比

し

て
、

両

型

式

の
建

物

間

の
格

差

が

縮

小

さ

れ

て

い

る
と

い
え

よ

う

。

こ

の
傾

向

は
後

半

期

に

向

か

つ
て
増

大

さ

れ

る

。

V
区

f

i

e
期

で

は
、

V
北

群

に

W
中

央

型

が

形

成

さ

れ

る
。

イ
ー

ー
中

下

と

、

ロ
ー

中

下

の
構

成

で
あ

る

。

長

方

形
度

の

構

成

よ

り

W
中

央

型

と

同
定

さ

れ

る

が

、

面

積

比

が

異

な

っ
て

い
る

。

す

な

わ

ち

面

積

区

分

が

消

え

て
、

本

来

あ

る

は

ず

の
格

差

が

無

く

な

っ
て

い
る

の

で
あ

る
。

こ
れ

は
、

長

方

形

度

イ

ー

の
建

物

の
面

積

が

縮

少

さ
れ

、

一
方

ロ
の
建

物

の
面
積

が

拡

大

さ

れ

た

こ
と

に
よ

る

。

六

世

紀

後

半

の
面

積

の
全

般

的

拡

大
傾

向

に
対

し

前

者

の
変

化

は
極

だ

っ
て

お

り
、

又

共

存

す

る

南

群

建

物

(
W

a
型

)

間

の
格

差

拡

大

に
対

し

、

両

者

の

関
係

は

対

称

的

で
あ

り

注

目

さ

れ

る

。

1

・
H
区

に
お

い
て
後

半

期

(
e
-

d

期

)
に
、
I

D
群

が

出

現

す

る

。

三

一
七

ー

三

一
八

の
建

直

し

に
よ

っ
て
、

イ

ー
1

中

上

二
棟

と

倉

の
組

み
合

わ

せ

と

、

イ
ー

1

中

上

一
棟

、

ロ
ー

中

下

一
棟

と

倉

の
組

み
合

わ

せ

の
前

後

す

る

二
型

態

が

知

ら

れ

る
。

後

者

は

、

長

方

形

度

の
組

み
合

わ

せ

か

ら
、

W
中

央

型

に
同

定

さ

れ

る

が

、

そ

う

す

る

と

、

ロ
ー

小

下

が

ロ
ー

中

下

と

大
幅

に
変

化

し

た

こ
と

に
な

る
。

す

な

わ

ち

、

長

方

形

度

イ

の
建

物

と

ロ
の
建

物

間

の
格

差

が
極

端

に
縮

小

し

た

こ

と

が

分

か

る

。

又

、

前

者

と

後

者

の
前

後

関

係

を

検

討

す

る

と
、

そ

れ

は

不
明

で

(
27
)

あ

る

も

の

の
、

こ

の
型

の
混

乱

が
看

取

さ

れ

る

の

で
あ

る

。

な

お

W
群

d

期

に
も

同
様

の
現

象
ガ

み
ら

れ

る
。

I

E

群

に
は

d

、

c
期

に
引

き
続

い

て
建

物

の
構

築

が

み
ら

れ

る
が

、

d

期

で

は
建

物

群

の
面

積

比

、

長

方

形

度

の
構

成

か

ら

、

こ
れ

も

又

、

W
中

央

型

に
同

定

さ

れ

る

。

イ

ー
1

中

上

が

イ

2

ー

大

に
、

ロ
ー

小

下

が

ロ
ー

小

上

に

変
化

し

た

こ
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と
に
な
る
。
最
終
末
期

c
期

に
な
る
と
、

イ
2
1
中
上
、

ロ
ー
中
下
、
小
上
、
小

極
の
組
み
合
わ
せ
が
知
ら
れ
る
。
W
中
央
型
の
長
方
形
度

ロ
の
建
物
群
が
分
解
し

た
型
で
あ
る
。
長
方
形
度
イ
の
建
物
と

ロ
の
建
物
の
格
差
が

一方
で
は
縮
小
さ
れ
、

他
方
で
は
拡
大
さ
れ
て
い
る
。
同
様
の
現
象
は
、
上
述
し
た
後
半
期
の
V
群
で
も

み
ら
れ
る

(縮
小
ー
北
群
、
拡
大
i
南
群
)
。

回

I
B
型

(前
半
期
I
B
群
)

五
世
紀
後
半
に
な
か

っ
た
型
で
あ
り
、
六
世
紀
後
半
に
お
い
て
も
前
半
期
の
I

B
群

に
限
ら
れ
る
。
イ
4
1
大
の
長
大
な
二
棟
と
倉

一
棟
の
構
成

で
あ
る
。
又
、

そ
の
位
置
関
係
か
ら
、
I
C
群
す
な
わ
ち
倉
群
が
付
属
す
る
と
い
え
る
。
こ
の
様

な
構
成

に
最
も
近
い
の
が
、
五
世
紀
後
半
W
区
九
号
棟
と
倉
群
の
組
み
合
わ
せ
で

あ
り
、
I
B
群
の
場
合
、
九
号
棟
の
さ
ら
な
る
長
大
化
と
、
そ
の
二
棟
連
接
し
た

も
の
に
、
倉
が
付
属
し
た
型
と
い
え
る
。

こ
の
W
区
九
号
棟
と
の
関
連
性
は
、
I

B
群
に
I
A
群

(W
a
型
)
が
伴
う
こ
と
か
ら
も
証
明
さ
れ
る
が
、
次
項
で
述
べ

る
こ
と
に
す
る
。

の

H
B
型

(前
半
期
H
B
群
)

五
世
紀
後
半
に
は
無
か
っ
た
型
式
で
あ
り
、六
世
紀
後
半
で
も
皿
B
群
に
限
ら
れ

る
。
イ
3
1
大
の
長
大
な

一
棟
と
イ
2
1
小
極

一
棟
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。
上

述
し
た
様
に
、
こ
の
群
の
南

に
セ
ッ
ト
と
な
る
も
う

一
群
の
存
在
が
知
ら
れ
る
か

ら
、
倉
の
有
無
を
保
留
す
る
と
、
皿
ー
型

に
近
い
型
と
い
え
る
。
皿
1
型
は
イ
ー

中
下

一
棟
、

バ
ー
小
極

一
棟

に
倉
を
付
属
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
H
B
型
は
、
イ

ー
中
下
を
イ
3
ー
大
に
、

バ
ー
小
極
を
イ
2
1
小
極
に
変
え
た
も
の
と
い
え
る
。

I
B
型
と
共

に
、
六
世
紀
後
半
の
全
般
的
長
方
形
度
の
伸
長
、
面
積
の
拡
大
を
考

慮
し
て
も
、
長
大
な
建
物

の
出
現
は
、
注
目
に
価
す
る
。
な
お
、
皿
1
型
と
の
関

連
性
は
、
H
A
群

(
W
b
型
)
が
伴
う
と
こ
ろ
か
ら
も
証
明
さ
れ
る
が
、
そ
の
詳

細
は
次
項
に
譲
る
。

図

H
C
型

(前
半
期
H
C
群
)

五
世
紀
後
半
に
無
か

っ
た
型
式

で
あ
り
、
六
世
紀
後
半
で
も
H
C
群
に
限
ら
れ

る
。
H
C
群
は
構
築
の
経
緯
か
ら
、
三
六
八
～
三
六
九
、
三
七
〇
～
三
七
二
の
二

群

に
分
け
ら
れ
る
。
三
六
八
～
三
六
九
は
、
イ
?
1
大

一
棟
、

ロ
ー
小
下
、
倉
二

棟
の
構
成

で
あ
り
、
W
中
央
群
に
同
定
さ
れ
る
。
三
七
〇
～
三
七
二
は
、
イ
ー
ー

中
下

一
棟
、

ハ

小
極

一
棟
、
倉

一
棟
の
構
成
で
あ
り
、
皿
1
型
に
同
定
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
H
C
群
は
W
中
央
型
と
皿
1
型
の
混
合
型
に
な
る
。
W
中
央
型
も
皿

1
型
も
五
世
紀
後
半
集
落
の
中
心
群
で
あ

っ
た
が
、
型
式
に
お
け
る
数
値
も
殆
ん

ど
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
点
を
み
る
と
、
六
世
紀
後
半
に
あ

っ
て
は
、
相
対
的
地

位
の
下
降
が
推
察
さ
れ
る
。
上
述
し
た
I
B
、
H
B
群
の
出
現
が
こ
れ
を
補
完
す

る
と
こ
ろ
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

以
上
建
物
群
特
性
の
変
遷
を
検
討
し
た
が
、
五
世
紀
後
半
か
ら
六
世
紀
後
半

へ

(28
)

の
移
行
に
お
い
て
、
上
位

(長
方
形
度
イ
)
、
或
い
は
下
位
建
物

(長
方
形
度
b
、

ハ
)
内
部
に
お
け
る
格
差
の
拡
大
、
結
果
と
し
て
中
間
層
各
種
の
形
成
(
I
E
群
、

U
C
群
)
が

一
般
的
と
な
る
。
但
し
、
V
群
で
は
上
位
、
下
位
の
建
物
間
の
格
差

が
縮
小
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
中
間
層
の
台
頭
と
共
に
、
五
世
紀
後
半
の
最
上
部
の

構
成

(長
方
形
度
イ
ー

ロ
、
面
積
中
上

小
下
)
を
、
低
い
ク
ラ
ス

(I
E
、
V

一80一



北
群
)
が
受
け
入
れ
た
こ
と
に
よ
ろ
う
。
五
世
紀
後
半
W
区
九
号
棟

の
卓
越
性
は

I
E
群
、
V
群
建
物
に
は
備
わ

っ
て
は
い
な
か

っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
の
様
な
変
動
を
受
け

つ
つ
も
、
五
世
紀
後
半

の
諸
型
式
の
構
成
を
襲
い
、

長
方
形
度
、
面
積

に
新
た
な
区
分
が
付
加

さ
れ
た
こ
と
は
、
五
世
紀
後
半
以
降
の

変
動
が
、
六
世
紀
後
半
前
半
期
に
再
編
成

さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

後
半
期
も
終
末

に
至
る
と
、
様
相
は

一
変
す
る
。
群
中
卓
越
し
た
建
物

(
H
C

群
)
、
又
卓
越
し
た
群

(I
B
、
H
B
群

)
は
消
滅
し
、
面
積
に
長
方
形
度
を
相

乗
し
た
型
式
の
変
化
は
、
上
位
と
下
位
の
建
物
間
の
格
差
の
縮
少
、
下
位
建
物
の

分
解
、
格
差
の
拡
大
と
い
う
相
矛
盾
し
た
方
向
を
表
わ
し
て
い
る
。
こ
の
様
な
変

化
は
、
前
半
期
の
型
式
の
変
異
で
捉
え
難

い
も
の
で
あ
り
、
再
編
成
さ
れ
た
体
制

の
崩
壊
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
上
述
し
た
変
遷
は
、
独
り
建
物
群
の
型

式

に
み
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
先
の
空
間
構
成
の
変
遷
と
軌
を

一
に
す
る
も
の
で

あ
る
。
よ

っ
て
、
次

に
集
落
の
こ
の
二
要
素
の
対
応
関
係
を
分
析
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
集
落
の
特
質
、
変
遷
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

均

大
園
遺
跡

に
お
け
る
古
墳
時
代
集
落
の
変
遷

a

五
世
紀
後
半
の
集
落

皿
区
と
W
区
に
二
つ
の
集
落
が
存
在
す
る
。
そ
れ
が
分
解
し
た
形
の

一
部
分
と

し
て
、
W
区
田
a
群
、
W
b
群
が
在
る
。

皿
区
は
、
調
査
範
囲
内
で
は
皿
1
型
+

W
b
型
、
W
区
は
九
号
棟
+
W
ざ
型

+
W
北
型
+
倉
群
と
特
定
の
集
落
形
態
を
持

つ
。

W
a
群
は
W
a
型
、
W
b
群
は
W
b
型

で
あ
る
。
皿
区
、
W
区
の
建
物
群
は

建
物

の
数
、
構
築
期
間
の
長
さ
か
ら
、
地
域
の
中
心
的
集
落
と
な
る
が
、
そ
の
空

間
構

成

(
建

物

方

向

の
方

位

分

布

集

中

度

、

建

物

の
配

置

、

倉

群

の
配

置

)

、
中

心
建

物

(
皿
区

一
二

八
、

W

区

九

)

の
比

較

か

ら

、

W

区

集

落

の
優

位

は

明

白

で

あ

る
。

さ

ら

に
注

目

さ

れ

る

と

こ
ろ

は

、

皿
区

集

落

に

田
b

型

群

が

、

W
区

集

落

に

W

♂
型

と

型

を

若

干

変

え

て
W

a
型

群

が

各

々
属

し

、

又

、

分

散

し

た

形

で
も

W

a
型

と

W
b

型

の

群

が

一
つ
に
ま

と

ま

る

こ
と

は
無

い
。

こ

の

こ
型

式

の
群

の

帰

属

は

、

村

の
特

性

に
基

づ
く

と

こ
ろ

と

い
え

よ
う

。

向

六

世

紀

後

半

の
集

落

1

・
H
区

と

V
区

に
集

落

が

存

在

す

る
。

そ

の
分

解

し

た

形

の

一
部

分

と

し

て
、

W
区

W

a
群

が
在

る

。

五

世

紀

後

半

と

六

世

紀

後

半

の
集

落

の
位

置

を

比

較

す
る

と

、

大
園

古

墳

を

中

心

に
し

て
、

そ

の
南

西

側

に
六

世

紀

後

半

の
集

落

、

そ

の
西

縁

を

巡

る
様

に
五

世

紀

後

半

の
集

落

が

在

る
。

い

わ
ば

、

古

墳

を

中

心
と

し

た
同

(
29
)

心

円

的

空

間

利

用

の
変

遷

が

展

開

さ

れ

て

い

る

と

い

え

よ

う
。

1

・
n

区
集

落

は

、

前

半

期

と

後

半

期

に
そ

の
空

間
構

成

は
変

わ

る
。

ま
ず

前

半

期

を

み

る

と

、

I

A

・
I

B

・
I

C
群

の

大

群

と
、

I

E

・
H

A

・
∬

B

.
H

C

群

の
大

群
が
広

大
な
空

白

部
を

介

在

さ
せ

て
、

南

北

に
並

ん

で
い

る
。

I

A

群

は

W

a
型
、

I

B

群

は

I

B
型

、

I

C
群

は
倉

庫

群

、

I

E

群

は

W

型

、

H

A

群

は

W
b

型

、

H

B

群

は

H

B
型

、

H

C

群

は

皿

1

型

と

W

中

央

型

の
混

合

型

、

の
各

型

式

を

持

つ
。

今

、

W

a
型

と

皿
b

型

の
群

を

み

る

と

、

各

々
別

の
大

群

に
属

し

て

い

る

。

す

な

わ

ち

、

こ

れ

は

五

世
紀

後

半

集

落

の
地

域

構

成

と

同

じ

で
あ

る

。

又

、

こ
れ

ら

の
群

の
所

属

よ

り

、

上

述

し

た

様

に
、

I

B
群

は

W
区

九

号

棟

と
倉

群

の
組

み

合

わ

せ

の
系

譜

を

ひ
き

、

I
A

群

・
I
C

群

・
I

B
群

と

組

に
な

っ
て
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の
大
群
は
、
W
中
央
型
の
変
形
と
な
る
。

一
方
、
皿
B
群
は
同
様
に
、
皿
1
型
の

系
譜
を
ひ
き
、
∬
A
群
と
の
ま
と
ま
り
は
、
皿
区
集
落
の
型
と
な
る
。
さ
ら
に
残

り
の
皿
C
群
は
皿
1
型
と
W
中
央
型
の
混
合
型

で
あ
り
、
五
世
紀
後
半
に
お
け
る

拠
点
集
落
の
中
心
群

の
合
体
し
た
も
の
で
あ
る
。
又
、
I
E
群
は
W
型
で
、
群
の

形
は
変
え
て
い
る
も
の
の
、
W
中
央
型
と
結
合
し
て
W
区
集
落
と
な
り
得
る
。
す

な
わ
ち
、
所
属
す
る
上
位
群
の
構
成
を
考

え
る
と
、
H
C
群
の
W
中
央
型
群
と
結

合
し
て
W
区
集
落
と
な
る
。

以
上
よ
り
、
1

・
H
区
前
半
期
の
集
落
は
、
五
世
紀
後
半
の
皿
区
、
W
区
集
落

を
構
成
す
る
群
が
分
解
、
増
加
し
、
六
世
紀
後
半
前
半
期
に
至

っ
て
、
1

・
皿
区

域

で
再
編
成
さ
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

そ
の
編
成
原
理
は
、
五
世
紀
後
半
の
地

域
構
成
に
基
づ
い
て
お
り
、
又
群

の
特
性
を
追
う
と
、
W
区
集
落
型
の
優
位
性

(I

A
～
I
C
群
の
大
群
と
し
て
の
相
対
的
独
立
性
)、
そ
の
中
心
建
物

(I
B
群
)
の

卓
越
性
も
変
わ

っ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
重
要
な
点
は
、
群
の
分
解
、
増
加
に
伴

っ

た
上
部
ク
ラ
ス
の
群

(I
B
、
H
B
i
皿
C
)
の
階
層
分
化
と
、
そ
れ
に
相
反
す

る
、
皿
a
型
、
W
b
型
群
の
固
定
さ
れ
た
群
間

(
W
区
型
村
、
皿
区
型
村
と
の
結

び

つ
き
)
、
群
内

の
関
係
で
あ
る
。

な
お
、
V
区
の
前
半
期

(b
I
a
期
)
の
集
落
は
、
南
、
北
二
群
に
分
か
れ
る

が
、

一
つ
の
ま
と
ま
り
と
し
て
W
中
央
型

に
な
る
。
し
か
し
五
世
紀
後
半
の
W
区

集
落
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
配
置
、
建
物

の
方
向
分
布
集
中
密
度
、
中
心
建
物

(北

群
九
)
の
卓
越
性
に
お
い
て
較
ぶ
る
べ
く
も
な
く
、
W
中
央
型
群
の
階
層
分
化
に

お
け
る
下
位

ク
ラ
ス
の
位
置
が
与
え
ら
れ
よ
う
。
よ

っ
て
、
1

.
H
区
集
落
と
の

関
係
に
お
い
て
も
、
そ
れ
に
基
づ
く
格
差
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
後
半
期
に
入
る
と
、
前
半
期
の
建
物
と
の
共
存
関
係
を
想
定
し
て
も
、

最
終
末
期
C
期
に
入
る
と
、
ほ
ぼ
前
半
期
の
建
物
は
姿
を
消
す
。
そ
し
て
、
ま
さ

に
そ
の
時
期
に
、
建
物
群
は
全
く
新
し
い
配
置
形
態
を
み
せ
る
の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
I
E
群
空
間
に
矩
形
に
建
物
群
と
倉
が
巡
り
、
そ
の
外
に
倉
群
が
存
在
す

る
の
で
あ
る
。
群
は
、
本
来
広
大
な
空
白
部
で
あ

っ
た
I
E
群
の
隣
り
に
I
D
群

が
、
他
は
I
E
、
H
A
群
だ
け
に
み
ら
れ
る
。

一
方
、
群
の
型
を
検
討
す
る
と
、

I
E
群
d
期
で
は
イ
2
ー
大
+
イ
2
1
小
上
、
e
期
で
は
イ
2
ー
中
下
+
ロ
ー
中

上
、
小
下
、
小
極

で
、

一
応
W
中
央
型
の
変
形
に
同
定
さ
れ
る
が
、
前
半
期
の
I

E
群
の
型
イ
ー
1
小
上
+
バ
ー
小
上
、
小
極
、
W
型
か
ら
の
変
遷
は
、
そ
の
間
の

数
値
が
ひ
ら
き
す
ぎ
て
不
連
続
と
な
る
。
建
物
群
型
式
に
お
け
る
前
半
期
と
の
不

連
続
性
、
空
間
構
成

の
大
き
な
変
化
、
建
物
配
置
に
み
ら
れ
る
新
し
い
形
態
、
こ

れ
ら
は
、
後
半
期
に
お
け
る
、
1

・
n
区
と
V
区
の
建
物
型
式
の
推
移
の
相
同
性
、

後
半
期
末
の
W
区
建
物
群
の
出
現
と
も
関
連
し
て
、
六
世
紀
後
半
前
半
期
の
体
制

の
崩
壊
、
新
し
い
型
式
の
創
設
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

註

(
1
)

広
瀬
和
雄

・
他

『
大
園
遺
跡
発
掘
調
査
概
要

・
V
』

委

員
会

広
瀬
和
雄

・
他

『大
園
遺
跡
発
掘
調
査
概
要

・
W
」

委

員
会

一
九

八

一
年

大
阪
府
教
育

一
九

八

一
年

大
阪
府
教
育
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(2
)

広
瀬

和
雄

『
大
園
遺
跡
発
掘
調
査
概
要

皿
』

一
九
七
六
年

大
阪
府
教

育
委

員
会

(
3
)

集
落
初

期

の
分
布
を

み
る
と
、
中
央
部

に
竪
穴
住
居

二
基
と
倉

一
棟
、
北
部

と
南
部

に
各

々
掘

立
柱
建
物

一
棟

が
あ

る
。

こ
の
分
布

は
そ
れ
以
降
、
北
群
、
南
群
、
中
央
群

の
三
群
構

成
に
継
承
さ
れ
、

そ
こ
に
同

一
集
団

、
も
し
く
は
系
譜

で

つ
な
が

る
集

団
の

存
在

が
推

定
さ
れ
た
。
従

っ
て
、
当
初

よ
り
群
構
成
が
定
ま

っ
て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
、

竪
穴

住
居

の
内

一
基
が
、
後

の
九
号
棟

の
性
格

を
持

っ
て
い
た

こ
と
が
推
察

さ
れ
る
。

こ
れ
は
竪
穴
住
居
が
同
期

の
掘

立
柱

よ
り
上
位
に
位
置
す

る
こ
と

に
な
り
、
通
念

に
矛

盾

す
る
。

し
か

し
こ
の
構
成

は
、
佐
味
田
宝
塚
古
墳

の
家
屋
文
鏡

の
中

の
竪
穴
住
居

の

蓋

に
通
じ

る
。

こ
の
対
比

か
ら
逆
に
、
家
屋
文
鏡
中
、
蓋
を
持

2
局
床
建

物
と
竪
穴
住

居
は
支
配
層

(鏡
を
出

土
し
た
佐
味
田
宝
塚
古
墳

の
地
域
性
を
考
慮

す
る
と
畿
内
王
権

構
成
員

が
想

定
さ
れ
る
)
の
住
居

で
あ

り
、
そ
れ
は
大
き
く
、
上
下

ニ
ク

ラ
ス
に
分
け
ら

れ
る
支
配
層

の
存

在
を
示
し

て
い
る
と

い
え

よ
う
。

こ
れ
よ
り
、
大
園
遺
跡
中
期
後
半

の
竪
穴
住
居

(
お
そ
ら
く

一
号
)

の
家
長
"
後

の
九

号
家
長
が
、

こ
の
下
位

の
ク
ラ

ス

に
属

し
て

い
た
可
能
性
が
指
摘
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

(
4
)

大
園
遺
跡

は
調
査
期
間
も
長
く
、
調
査

区
域

も
多
方
面

に
渡
り
、

さ
ら
に
調
査
主
体

が
複
数

で
あ
る

こ
と
か
ら
、
調
査
区
域

の
名
称

記
述
が
煩
雑

に
な

る
。

よ

っ
て
、
本
稿

で
は
各
地

区
に
次

の
様
な
通

し
番
号
を
与

え
る
こ
と

に
し
た
。

1
区
～

W
区

こ
れ
は
昭
和
五
十
五
年
度
第

二
阪
和
国
道
建
設

に
伴

う
第

三
次

発
掘
分

で
、

『大

園
遺
跡
発
掘
調
査
概
要

・
W
』

に
報
告

さ
れ
た
地
区

で
あ

る
。
地

区
名
は
報

告
書
を
踏
襲

し
た
。
な
お
、
同
年
調
査
分

で
、

『大

園
遺
跡

発
掘
調
査
概
要

・
V
』

に

報
告

さ
れ
た
中
央
区

は
1
区
に
入
れ
た
。

V
区

は
、
大
園
遺
跡
調
査
会
が
昭
和

五
十
年
度

に
調
査

し
た
地
区

で
、
昭
和

五
十

一
年

に

『
大
園
遺
跡
発
掘
調
査
概
報

2
』

で
報
告

さ
れ

て
い
る
。

W
区
は
、
大
阪
府
教
育
委
員
会

が
昭
和
五
十
年
度

に
調
査
し
た
地
区

で
、
昭
和
五
十

一
年

に
『
大
園
遺
跡
発
掘
調
査
概

要
皿
」
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。
先
の
論
考
の
対
象
地
区

で
あ
る
。

W
区

は
、
先

の

『大

園
遺
跡

発
掘
調
査
概
報

V
』

に
報
告
さ
れ
た
西
地
区

で
あ
る
。

1
、

n
、

W
、

V
区

か
ら
六
世
紀
後
半

の
建
物
群
が
検
出
さ
れ
、
皿
、

W
、

皿
区
か
ら

五
世
紀
後
半

の
建

物
群
が
検
出
さ
れ

て
い
る
。

(
5
)

建
物

の
方
向

は
、

一
般
的

に
棟

の
方
向
11
桁
行

の
方
向

に
よ

っ
て
表

わ
さ
れ
る
が
、

止
述

し
た
建

物
群

の
分
析

で
も
明
ら

か
な
様

に
、

一
時
期

の
建
物
群

が
L
字
形

に
、
或

い
は

コ
の
字
形

に
配
置
さ
れ

る
場
合

が
あ

る
。
こ
の
場
合

一
時
期

に
建

物
の
方
向

が
二

種

あ
り
、
そ
れ
は
互

い
に
直
交
す

る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を

一
棟
の
建
物

で
検
討

す
る

と
、
直

交
す
る
梁
行
、
桁
行

の
ど
ち
ら
も
が

一
時
期
の
建
物

の
方

向
を
示
す

こ
と
に
な

る
。
よ

っ
て
、
北
か
ら
南
、
或

い
は
西
か
ら
東
と

い
う
絶
対
的

な
方

向
が
不
明
の
場
合

に
お

い
て
は
、
建
物

の
方
向
を

四
半
分

の
方
位

角
度
で
表

示
す
る
こ
と
に
し
た
。
但
し

建
物

間

で
方
位
図

に
お
け

る
位
置

を
明
確

に
し
た

い
場
合

は
、
必
要
に
応
じ

て
、
表

示

角
度
域
を
拡
大
し
た
。
な
お
梁
行

を
建
物

の
方
向
に
し
た
場
合

は
、
表
示
線

を
破
線

に

し
た
。
な
お
基
本
的

に
は
報
告
書

の
角
度

を
用

い
た
が
、
実
測
図
と

の
間
に
大
き
な
開

き
が
あ
る
場

合
は
実
測
図

か
ら
お
こ
し
た
角
度
を
採
用
。

(
6
)

皿
群
と
す

る
。
建
物

の
方
向
は
報
告
書

の
角
度
を
用

い
た
。

(
7
)

本
稿

で
は
、
建
物
番

号
は
報
告
書
を
踏
襲

し
た
が
、

S
B
の
記
号

は
省
略

し
た
。

(
8
)

W
群
と

す
る
。
建
物

の
方
向
は
報
告
書
実
測
図

よ
り
お

こ
し
た
。
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(
9
)

W
群
と

す
る
。
建
物

の
方
向

は
報
告
書

実
測
図
よ
り
お

こ
し
た
。

(
10
)

W
群

で
は
、
集

落
形
成
初
期

に
竪
穴
住

居
と
掘
立
柱
建
物
が
共
存

し
た
。

(
11
)

1
区

の
建
物
群
を

1
群

、
H
区

の
建
物
を

1
群
と
す

る
。

1
、
皿
区

の
建
物

の
方
向

は
、
報
告
書

の
実
測

図
よ
り
お
こ
し
た
。
報
告
さ
れ

て
い
る
H
区

の
角
度
が
、
実
測
図

と
約

三
十

度

の
ひ
ら
き
が
あ

っ
た
為

で
あ
る
。

(
12
)

W
区
の
建
物
群
を

W
群
と
す

る
。
建
物

の
方
向
は
、
報
告
書

の
角
度
を

用
い
た
。

(
13
)

V
区
の
建
物
群
を

V
群
と
す

る
。
建
物

の
方
向
は
、
報
告
書

の
角
度
を

用
い
た
。

(
14
)

各
時
期

に
お
け
る
建
物

の
方
向

は
、
各

区

を

越

え

て

共

通

し

て
い
る
。
他

地
域
と

の
比
較

が
前
提

条
件
と
な
る
が
、

こ
の
様

な
状

況
は
、

一
地
域
を
覆
う
建
物
構
築

に
対

す

る
規
制

が
存

在
し
た

こ
と
を
推
定
さ

せ
る
。
し
か
し
、
こ

の
規
制
が
強
圧
的

で
も
、

各

区

共

通

し

て
高

い
技
術
水
準
を
必
要
と
す

る
も
の
で
も
な
か

っ
た

こ
と
、

つ
ま
り

構
築
主

体

が

各

区

の
建

物

群

の
ま
と
ま
り

に
想
定

さ
れ
る
集

団
で
あ

っ
た

こ
と
が
、

各

区

の
同

一
時

期

の
方
位
角

度
域

に
変
異
が
観
察
さ
れ

た
こ
と

で
理
解
さ
れ
る

の
で

あ

る
。

(
15
)

小
笠
原

好
彦

一
畿
内
お
よ
び
周
辺
地
域

に
お
け
る
掘

立
柱
建
物
集
落

の
展
開
」

『考

占
学
研
究
』
第

二
十
五
巻
第
四
号

一
九
七
九
年

(
16
)

I
A
群

I
n
C
群
く
建
物
群

の
両
端

V
、

I
B
群

l
H
B
群

〈
両
端

に
隣
接
〉
、

l

E
群

ー
H
A
群

〈
中
央

部
〉

の
関
係
を
指

す
。

そ
の
他

の
根
拠

と
し

て
、
H
A
群

の

、.

五
〇
と

三
五

一
以
外

に
前
半
期

の
建
物
間

に
切
合
関
係

が
な
い
こ
と
、
前
半
期

の
建
物

は
そ

の
分
布
が
広

い
為

か
、

一
時
期

の
建
物

の
方
向

の
分
布
集
中
密
度

が
低

い
が
、
r

要
な
建
物

で
は
相
等

の
間
隔

が
あ

っ
て
も
方
向
を
同
じ
く
す

る
傾
向

が
あ
る

こ
と

(1

B
群

三
〇

八
、

三
〇
九
l
H
B
群
三
六
五
、
三
六
七
)
が
挙
げ
ら
れ
る
。

(
17
)

建
物

の
方
向

の
分
布
密

度
は
、
後
半
期
の
方

が
高

い
。
密
度

の
粗
密
は
,

一
つ
に
は

建
物
群

の
位
置
関
係

に
よ

っ
て
い
る
。
そ
れ
は
粗
に
見
え
る
前
半
期
で
も
、
隣
接
す
る

建
物
群

の
方
向

が
集
中

す
る
こ
と
か
ら
分
か
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
後
半
期

の
建

物
群

の
方
向
分
布
密
度

の
高

さ
は
、
規
制
の
強

弱
や
、
基
本
構
想
の
有
無

に
依

る
も
の

で
は
な
く
、
中
央
部

に
集
中

し
て
建
物
群

が
構
築

さ
れ
た
、
そ
の
構
築

形
態
に
由
来
す

る
と

い
え
よ
う
。

(
18
)

前
半
期

の
建
物
が
、
後
半
期

に
存
続

す
る
場
合

の
空

間
構
成

の
分
析

に

つ
い
て
触
れ

て
お

こ
う
。
掘
立
柱

の
耐

用
年
数

を
想
定

す
る
な
ら
は
、
構
築

時
期
を
異

に
す
る
建
物

間

の
共
存
関
係
は
、
当
然
起

こ
り
得

る
現
象

で
あ

る
が
、

こ
れ
を
決
定
す

る
に
は
、
建

物
構

築

の
各
小
期

へ
の
時
間

の
配

分
、
地
域

に
お

け
る
人

口
の
人
為
的
変
動

な
ど
、
不

確
定
要
素
を
多
く
考
慮

に
入
れ

な
け
れ

は
な
ら
な

い
。

よ

っ
て
、
構
築
時
期
を
異

に
す

る
建
物
の
内
、
切

り
合

っ
て
い
る
、
あ
る

い
は
軒
の
出
を
想
定
す
る
と
重
な
り
合

っ
て
建
た

な

い
、
と

い
う
明
確

な
関
係

を
持

つ
建
物
間
以
外

は
、
は

っ
き
り
共
存
関
係

の
有

無
を
決

定

で
き
る
も
の
は
な

い
。

し
か

し
、
空
間
構
成
を
分
析
す

る
場
合
、
構
築
時
期
を
異
に

す

る
建
物

の
共
存
関
係
は
、
そ

の
建
物
間

の
位
置
関
係

に
土
ハ通

し
た
空
間
構
成
が
存
在

す

る
か
ど
う
か
に
か
か

っ
て
い
る
。

し
た
が

っ
て
、

1

・
H
区

の
空
間
構
成
を
問
題
す

る
時
、
前
半
期

と
後
半
期

に
二
分

し
て
分
析
す
る

こ
と
は
妥
当
と
考
え
る
。

こ
の
原
則

は
他
地
区

の
分

析
で
も
同
様

で
あ
る
。

(
19
)

こ
れ

は
検
出

さ
れ

て
い
る
建
物
群
が
、
そ

の
全
容
を
ほ
ぼ
現
わ
し

て
い
る
こ
と
を
前

提
と

し
た
結
論

で
あ
る
。

こ
の
前
提

に

つ
い
て
検
討
す
る
と
、
南
端
部

の
H
C
群

の
南
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に
は
建
物

は
続

か
ず
、
北
端
部

の
I
A
、

I
B
群

の
北
は
、
昭
和
五
十

二
年
度

の
調
査

(
『
大
園

遺
跡

・
古
池
北
遺
跡
発
掘
調
査
概

要
』

一
九
七
八
年

大
阪
府
教
育
委
員

会
)

で
は
直
接
連
続

す
る
建
物

は
検
出

さ
れ
て

い
な
い
。
又
、

H
C
群

の
構
築

は
空
間

利
用

に
お

い
て
求

心
的

で
あ
り
、

I
A
～
I
C
群

で
は
東
西
方
向

に
拡
が

る
。

以
上

よ

り
、
建
物
群

の
南
北

の
限
界
は

ほ
ぼ
検
出

さ
れ
て
い
る
も

の
と
推
察
さ
れ

る
。
東
西

の

限
界
は
不
明
確

で
あ

る
が
、
I

A
～

I
C
群
、

H
C
群

で
は
上
述

の
空
間
利
用

の
傾
向

か
ら
、
検
出
さ
れ

た
部
分
は
、
群

の
中
心
域

で
あ

り
、

建
物
群

の
構
成
を
観
察
す

る
条

件
は
整

っ
て
い
る
と

い
え
よ
う
。
問
題

は
I
E
、

H
A
、
H
B
群

に
お
け

る
境
界

で
あ

る
が
、
後
述
す

る
様

に
群

内

の
構
成
は

ほ
ぼ
把
握

で
き
る

の
で
、
群

の
全
容
を
推
察

で

き
る
。
以
上
、
現
在
検
出

さ
れ

て
い
る
建
物
群
を
も

っ
て
、

一
つ
の
ま
と
ま
り
あ

る
群

と
し

て
分
析
可
能

で
あ

る
と
考

え
る
。

(
20
)

こ
の
ニ
ー
三
期

の
建
物

間
の
関
係

に
対

し
、

一
i
二
期

の
建
物
間

に
相
互
補
完
的
関

係

は
見
い
出
せ
な

い
。

二
期
の
各
群

に
は
、

一
期

の
変
貌

し
た
姿
が
認

め
ら
れ

る
の
で

あ

る
。
建
物
群

は
東

に
移
動
さ
れ

た
と

い
え
よ
う
。

(
21
)

調
査
範

囲
の
状
況
か
ら
、
或

い
は
、
こ
れ
に
他
型
式
が
付
加

さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

(
22
)

五
世
紀
後
半
と

六
世
紀
後
半

の
長
方
形
度

、
面
積

区
分
を
比
較

す
る
と
、
六
世
紀
後

半

は

、

五

世

紀

後

半

を
基
準

に
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
前
論

考

で
は
、
建
物

の

格
付
け

に
お

い
て
、
長
方
形
度

一
・
二
よ
り
大
を
上
位

に
、

そ
れ
以
下
を
下
位

に
位
置

づ
け
、
そ

の
住
人

に
も
対
応
す

る
階

層
差
を
認

め
た
。

し
か

し
、
六
世
紀
後
半

に
お
け

る
長
方
形
度

の
全
般

的
伸
張
に
対

し
て
、

こ
の
格

付
け
が
適
用

で
き

る
の
か
ど
う
か
、

こ
れ
は
、
変
遷
内
容

を
規
定
す

る
重
要

な
事
柄

で
あ
る
。

(
23
)

W

a
型

の
変

形
と
し

て
W
ゴ
型
が
あ
る
。
W
a
型

は
面
積
構
成

が
小
上

+
小

下
で
あ
る

の
に
対

し
、

W

a
型
は
小
下
だ
け

の
構
成

で
あ

る
。
こ
れ

は
、
W

中
央

型
か
ら
九

号
棟

と
倉

を
除

い
た
型

で
あ

る
。

(24
)

各

建
物
群
の
面
積
構
成
は
、
面
積
区

分
か
ら
み

て
、
連
続
的

(
例
小

上
-
小
下
)
で

あ

る
か
、
飛
石
的

(例
中
下
-
小
下

)
で
あ
る
か
、
或

い
は
又
そ
の
混
合

で
あ
る
か
、

い
ず

れ
か

で
あ
る
。
各
建
物
群

の
面
積
比

と
は
、

こ
の
型
を

い
う

の
で
あ
る
。

(25
)

六
世
紀
後
半

に
な
る
と
、
殆

ん
ど
の
群

(
中
群
、
小

群
)
が
倉
を
持

つ
。
よ

っ
て
、

I
B
群

の

一
棟

の
倉
は
、

I
B
群

の
ま
と
ま
り
を
示
す
も

の
か
も
し
れ
な

い
。

(
26
)

南

、
北
群

の
結
合
体
が
、

W
中
央

型
と
な
る
。

こ
れ
が
集
落

の

一
形
態
と
な
る
か
ど

う

か
は
、
調
査
範
囲
か
ら
不
明

で
あ

る
。

(
27
)

三

一
六
に
対
す
る
、
三

一
七
と

三

一
八

の
建
直

し
の
あ
り
方

に
、
そ
れ
が
示
さ
れ

て

い
る
。
三

一
八
は

ロ
ー
中
下
、

三

一
七
は
イ

ー
ー
中
上

廟
付
き

で
あ
る
。

(
28
)

長

方
形
度
イ

の
建
物
間

の
拡
差

の
拡

大
は
、

I
B
群
、

H
B
群

の
出
現

に
求

め
ら
れ

る
が
、
そ
れ
は
、

I
B
、

H
B
群

と
I
E
、
H
C
群

の
建
物
間

に
観
察
さ
れ
る

の
で
あ

る
。

(
29
)

こ
の
変
遷
は
墓
域

の
移
動
、
群
集
墳

の
出
現

に
対
応
す
る
が
、
地
域

の
空
間
構
成
が

全

く
変
動
し

て
し
ま

っ
た
こ
と

を
意
味
し

て
お
り
、
社
会
の
一
大
変
革
が
想
定

さ
れ

る
。

F

'
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